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公民
日本文教出版『中学社会公民的分野』教科書完全準拠

600円（税込）定価
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教科書完全準拠

日本文教出版
『中学社会公民的分野』

公民

監修者 上越教育大学　榊原 範久
編　集 秀学社編集部
発行者 佐々木 秀樹
発行所 株式会社秀学社

●この教材は独禁法に定める定価販売出版物です。
●この本の内容についての責任は，いっさい秀学社にありますので，ご照会・お問い合わせは，当社編集部へおよせください。
（編集部 TEL 06-6695-1801　FAX 06-6695-3467）
●本書の全部または一部を複製・転写して生徒に使用させると，著作権法違反になります。
●落丁・乱丁本がありましたら，お取り替えいたします。
●この教材の編集に当たっては，以下のような工夫・配慮をしています。

・見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
・この教材はカラーユニバーサルデザインに配慮しています。

●本冊子掲載QRコードのリンク先コンテンツは，予告なく変更または削除する場合があります。
　※QRコードは，株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

大 阪 本 社 〒558-0041 大阪市住吉区南住吉4-7-5 TEL 06-6695-1331 FAX 06-6606-5171
東 京 本 社 〒165-0026 東京都中野区新井1-2-16 TEL 03-3389-4614 FAX 03-3389-4618
九 州 支 社 〒810-0022 福岡市中央区薬院3-11-14 TEL 092-531-8268 FAX 092-521-3938
東 海 支 社 〒461-0004 名古屋市東区葵1-13-18サッサセンタービル7F TEL 052-979-7260 FAX 052-979-7261
北海道出張所 〒001-0909 札幌市北区新琴似九条12-1-1 TEL 011-764-1201 FAX 011-764-0690

秀学社ホームページ　https://www.shugakusha.co.jp/

■写真提供先一覧（敬称略）

朝日新聞社 アフロ アマナイメージズ 共同通信イメージズ ゲッティイメージ
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Ｓ通信社 兵庫県加古川市 平取町立二風谷アイヌ文化博物館 毎日新聞社
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2地理日本文教出版『中学社
会地理的分野』教科書
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日本文教出版
『中学社会地理的分野

』

地理 2

監修者 上越教育大学　榊原
 範久

編　集 秀学社編集部

発行者 佐々木 秀樹

発行所 株式会社秀学社

■

年　　組　　
番

●この教材は独禁法
に定める定価販売出

版物です。

●この本の内容につ
いての責任は，いっ

さい秀学社にありま
すので，ご照会・お

問い合わせは，当社
編集部へおよせくだ

さい。

（編集部 TEL 06
-6695-1801　FA

X 06-6695-3467
）

●本書の全部または
一部を複製・転写し

て生徒に使用させる
と，著作権法違反

になります。

●落丁・乱丁本が
ありましたら，お取

り替えいたします。

●この教材の編集
に当たっては，以

下のような工夫・
配慮をしています

。

・見やすく読みま
ちがえにくいユニ

バーサルデザイン
フォントを採用し

ています。

・この教材はカラ
ーユニバーサルデ

ザインに配慮して
います。

●本冊子掲載QRコ
ードのリンク先コ

ンテンツは，予告
なく変更または削

除する場合があり
ます。

　※QRコードは，
株式会社デンソー

ウェーブの登録商
標です。

大 阪 本 社 〒558-0041 大阪
市住吉区南住吉4

-7-5 
TEL 06-6695-13

31 FAX 06-6606
-5171

東 京 本 社 〒165-0026 東京
都中野区新井1-2-

16 
TEL 03-3389-46

14 FAX 03-3389
-4618

九 州 支 社 〒810-0022 福岡
市中央区薬院3-11

-14 
TEL 092-531-82

68 FAX 092-521
-3938

東 海 支 社 〒461-0004 名古
屋市東区葵1-13-1

8サッサセンタービ
ル7F TEL 052-979-72

60 FAX 052-979
-7261

北海道出張所 〒001-0909 札幌
市北区新琴似九条

12-1-1 
TEL 011-764-12

01 FAX 011-764
-0690

秀学社ホームページ
　https://www.s

hugakusha.co.jp
/

写真提供先一覧（敬
称略）
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ロ　ゲッティイメ

ージズ　時事通信
フォト　フクオカ

機業

ＰＩＸＴＡ　ＰＰ
Ｓ通信社
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2 3歴史
日本文教出版『中学社会歴史的分野』教科書完全準拠
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日本文教出版
『中学社会歴史的分野』

2・3歴史

監修者 上越教育大学　榊原 範久編　集 秀学社編集部
発行者 佐々木 秀樹
発行所 株式会社秀学社

●この教材は独禁法に定める定価販売出版物です。●この本の内容についての責任は，いっさい秀学社にありますので，ご照会・お問い合わせは，当社編集部へおよせください。

（編集部 TEL 06-6695-1801　FAX 06-6695-3467）●本書の全部または一部を複製・転写して生徒に使用させると，著作権法違反になります。

●落丁・乱丁本がありましたら，お取り替えいたします。●この教材の編集に当たっては，以下のような工夫・配慮をしています。・見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
・この教材はカラーユニバーサルデザインに配慮しています。

●本冊子掲載QRコードのリンク先コンテンツは，予告なく変更または削除する場合があります。

　※QRコードは，株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

大 阪 本 社 〒558-0041 大阪市住吉区南住吉4-7-5 
TEL 06-6695-1331 FAX 06-6606-5171

東 京 本 社 〒165-0026 東京都中野区新井1-2-16 
TEL 03-3389-4614 FAX 03-3389-4618

九 州 支 社 〒810-0022 福岡市中央区薬院3-11-14 
TEL 092-531-8268 FAX 092-521-3938

東 海 支 社 〒461-0004 名古屋市東区葵1-13-18サッサセンタービル7F TEL 052-979-7260 FAX 052-979-7261

北海道出張所 〒001-0909 札幌市北区新琴似九条12-1-1 
TEL 011-764-1201 FAX 011-764-0690

秀学社ホームページ　https://www.shugakusha.co.jp/

■写真提供先一覧（敬称略）

■イラスト
深町なか　村上基浩■デザイン
AYA DESIGN

アマナイメージズ　Image：TNM Image Archives　茨城県立歴史館　AFP=時

事　大阪港湾局　沖縄県立博物館・美術館　神奈川県立歴史博物館　Keystone/

時事通信フォト　宮内庁三の丸尚蔵館　熊本博物館　黒船館　玄福寺　神戸市立

博物館　国立文楽劇場　国立国会図書館　時事通信フォト　相国寺　田原市博物

館　東京大学史料編纂所　東京大学法学部附属明治新聞雑誌文庫　東洋紡　徳川美

術館　©徳川美術館イメージアーカイブ/DNPartcom　豊島区立郷土資料館

ＤＮＰアートコミュニケーションズ　長崎歴史文化博物館　日本近代史研究会

日本近代文学館　日本銀行金融研究所貨幣博物館　日本製鉄㈱　八幡製鉄所　人形

浄瑠璃文楽座　人間文化研究機構国文学研究資料館　博物館 明治村　阪急電鉄

ＰＩＸＴＡ　平木浮世絵財団　ＰＰＳ通信社　©フォート・キシモト　船の科学

館　平和博物館を創る会　法政大学大原社会問題研究所　毎日新聞社　毎日新

聞/時事通信フォト　御寺泉涌寺　妙喜庵　山口県文書館　悠工房 ユニフォトプ

レスインターナショナル　横浜開港資料館　ワールドフォトサービス　和歌山市

立博物館
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1地理
日本文教出版『中学社会地理的分野』教科書完全準拠
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日本文教出版
『中学社会地理的分野』

地理 1

監修者 上越教育大学　榊原 範久
編　集 秀学社編集部
発行者 佐々木 秀樹
発行所 株式会社秀学社

年　　組　　番

●この教材は独禁法に定める定価販売出版物です。
●この本の内容についての責任は，いっさい秀学社にありますので，ご照会・お問い合わせは，当社編集部へおよせください。
（編集部 TEL 06-6695-1801　FAX 06-6695-3467）
●本書の全部または一部を複製・転写して生徒に使用させると，著作権法違反になります。
●落丁・乱丁本がありましたら，お取り替えいたします。
●この教材の編集に当たっては，以下のような工夫・配慮をしています。

・見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
・この教材はカラーユニバーサルデザインに配慮しています。

●本冊子掲載QRコードのリンク先コンテンツは，予告なく変更または削除する場合があります。
　※QRコードは，株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

大 阪 本 社 〒558-0041 大阪市住吉区南住吉4-7-5 TEL 06-6695-1331 FAX 06-6606-5171
東 京 本 社 〒165-0026 東京都中野区新井1-2-16 TEL 03-3389-4614 FAX 03-3389-4618
九 州 支 社 〒810-0022 福岡市中央区薬院3-11-14 TEL 092-531-8268 FAX 092-521-3938
東 海 支 社 〒461-0004 名古屋市東区葵1-13-18サッサセンタービル7F TEL 052-979-7260 FAX 052-979-7261
北海道出張所 〒001-0909 札幌市北区新琴似九条12-1-1 TEL 011-764-1201 FAX 011-764-0690

秀学社ホームページ　https://www.shugakusha.co.jp/

写真提供先一覧（敬称略）

アートバンク　アフロ　アマナイメージズ　沖縄県立博物館・美術館　共同通信イ

メージズ　ゲッティイメージズ　時事通信フォト　ＰＩＸＴＡ　ＰＰＳ通信社
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すっきり整理！

名前
年　　組　　番

書き込みできる
ノート形式

●この教材は独禁法に定める定価販売出版物です。
●この本の内容についての責任は，いっさい秀学社にありますので，ご照会・お問い合わせは，当社編集部へおよせください。
（編集部 TEL 06-6695-1801　FAX 06-6695-3467）
●本書の全部または一部を複製・転写して生徒に使用させると，著作権法違反になります。
●落丁・乱丁本がありましたら，お取り替えいたします。
●この教材の編集に当たっては，以下のような工夫・配慮をしています。

・見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。
・この教材はカラーユニバーサルデザインに配慮しています。

●本冊子掲載QRコードのリンク先コンテンツは，予告なく変更または削除する場合があります。
　※QRコードは，株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

1歴史
日本文教出版『中学社会歴史的分野』教科書完全準拠

470円（税込）定価

監修者 上越教育大学　榊原 範久
編　集 秀学社編集部
発行者 佐々木 秀樹
発行所 株式会社秀学社

大 阪 本 社 〒558-0041 大阪市住吉区南住吉4-7-5 TEL 06-6695-1331 FAX 06-6606-5171
東 京 本 社 〒165-0026 東京都中野区新井1-2-16 TEL 03-3389-4614 FAX 03-3389-4618
九 州 支 社 〒810-0022 福岡市中央区薬院3-11-14 TEL 092-531-8268 FAX 092-521-3938
東 海 支 社 〒461-0004 名古屋市東区葵1-13-18サッサセンタービル7F TEL 052-979-7260 FAX 052-979-7261
北海道出張所 〒001-0909 札幌市北区新琴似九条12-1-1 TEL 011-764-1201 FAX 011-764-0690

秀学社ホームページ　https://www.shugakusha.co.jp/

■写真提供先一覧（敬称略）
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日本文教出版
『中学社会歴史的分野』

1歴史アフロ　アマナイメージズ　出光美術館　Image：TNM Image Archives　橿原
市教育委員会　京都市歴史資料館　宮内庁　宮内庁三の丸尚蔵館　玄福寺　神戸
市立博物館　国立歴史民俗博物館　五島美術館　埼玉県立さきたま史跡の博物館
佐賀県教育委員会　時事通信フォト　正倉院宝物　承天閣美術館　真正極楽寺
水産航空　茅野市尖石縄文考古館　中尊寺　ＤＮＰアートコミュニケーションズ
十日町市博物館　東京大学史料編纂所　唐招提寺　東大寺　東大寺/公益財団法人
美術院　徳川美術館所蔵　©徳川美術館イメージアーカイブ/DNPartcom　天理
大学附属天理図書館　奈良県立橿原考古学研究所附属博物館　ひたちなか市教育
委員会　平等院　ＰＰＳ通信社　福岡市博物館所蔵/藤松起治作　Photo : Kobe 
City Museum/DNP artcom　文化庁平城宮跡管理事務所　妙喜庵　悠工房　米沢
市　鹿苑寺　六波羅蜜寺

■イラスト

寺西晃　深町なか　村上基浩

■デザイン

AYA DESIGN

先生が授業しやすい，生徒が取り組みやすい，
授業でも家庭でも使える，新しいワーク！

そのしくみを紹介します！
12

更に充実『デジタル教材』（教師用付録）
webツール 「確認小テスト」

ダウンロード版「定期テスト作問集」（Word 版）

PCでもタブレットでもスマホでも。
かんたん操作で重要語句プリントが作成できます！ ⬆紹介動画

「入試頻出」「ミス注意」などに絞っ
た出題も可能。

定期テスト・プリント作成に便利な作問集を用意しました！

図版データや
テキストをその
まま定期テスト
に使えます。

無料

収録回数
地理：6回
歴史：6回
公民：3回

社会　重要語句定着プリント 月　　　日

世界の地域構成（1）～世界の地域構成（3）

/16

　年　　　組 番 名前

1 中国からみて，「南の国」という意味の国名をもつ，東南
アジアの国。

2 三大洋のうち，最も面積が小さい大洋。

3 六大陸のうち，最も面積が大きい大陸。

4 六大陸のうち，最も面積が小さい大陸。

5 ユーラシア大陸の西側にある州。

6 オーストラリア大陸が属している州。

7 アジア州のうち，日本が属している地域。

8 アジア州のうち，サウジアラビアが属している地域。

9 アジア州のうち，インドが属している地域。

10 陸地と海洋の面積の割合。

秀学社 1/2

New

3 社会 １年

地図Ⅰ

〔思〕

２ 日本の地
ち

域
いき

構成について，次の問いに答えなさい。              各５点（⑴④，⑵②は 10 点）

⑴ 次の地図Ⅰを見て，あとの問いに答えなさい。

① 次の文は，ある国から見た日本の位置を示しています。あとのア～エのうち，あてはまる国を１つずつ選び

なさい。

ⅰ 日本は，はるか東の果てにあり，極
きょく

東
とう

とよばれる国である。

ⅱ 日本は，日本海や東シナ海をはさんで東にある近い国である。

ア ブラジル  イ 中国  ウ ドイツ  エ ニュージーランド

② 地図Ⅰ中のＸは，日付の基準となる日付変
へん

更
こう

線である。日付変更線を東から西にこえるとき，日付をどのよ

うに調整するか，書きなさい。

③ ロンドンの時
じ

刻
こく

が５月５日の午前８時の時，明
あか

石
し

は何日の何時ですか。午前または午後を入れて書きな

さい。なお，サマータイムは考えないものとします。

  

④ 地図Ⅰ中のＡ～Ｃの国の共通点を，標準時の語を使って 15 字以内で書きなさい。

  

日付を

    日      時

ⅰ ⅱ

3 社会 １年

地図Ⅰ

日本の地
ち

次の地図

① 次の文は，ある国から見た日本の位置を示しています。あとの

なさい。

ⅰ 日本は，

ⅱ 日本は，日本海や東シナ海をはさんで東にある近い国である。

ア ブラジル

② 地図Ⅰ

うに調整するか，書きなさい。

③ ロンドンの

さい。

④ 地図Ⅰ

社会 １年 2

〔思〕

⑵ 次の中心からの距
きょ

離
り

と方位が正しくえがかれている地図Ⅱを見て，あとの問いに答えなさい。

① 地図Ⅱ中に   で示した大陸の名前を書きなさい。 

② 東
とう

京
きょう

から見た地図Ⅱ中のａの都市のおおよその方位を八方位で書きなさい。

③ 地図Ⅱ中のア～エの都市のうち，東京からの距離が最も近い都市を１つ選びなさい。

④ 地図Ⅱの円の外周は何を示していますか。中心の語を使って書きなさい。

  

地図Ⅱ

〔思〕

⑵ 次の中心からの

① 地図

② 東
とう

京
きょう

③ 地図Ⅱ

④ 地図Ⅱ

  

1 社会 １年 
 

秀学社 

社社会会  

11 年年  

観観点点別別評評価価テテスストト  

11 学学期期  中中間間テテスストト  

 

 

年   組   番 名前 

１ 世界の地
ち

域
いき

構成について，次の問いに答えなさい。                 各５点（⑵④は 10 点） 

⑴ 次の地図Ⅰを見て，あとの問いに答えなさい。 

  地図Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 地図Ⅰ中のＡ～Ｄの大陸のうち，最も面積が大きい大陸を１つ選びなさい。また，その大陸の名前を書きな

さい。（完答） 

 

 

 

② 地図Ⅰ中のＸ～Ｚの海洋のうち，Ａ～Ｄの大陸が共通して面しているものを１つ選びなさい。また，その海

洋の名前を書きなさい。（完答） 

 

 

③ 次のア～エのうち，国土が地図Ⅰ中のａの国と同じ緯
い

度
ど

の範
はん

囲
い

に含
ふく

まれる国を１つ選びなさい。 

ア イギリス   イ ブラジル   ウ メキシコ   エ ロシア 

 

   

④ 次の表は，世界の国々の特色についてまとめたものです。次のア～エのうち，地図Ⅰ中のｂの国があてはまる 

ものを，１つ選びなさい。  

   

 

 

 

 

 ヨーロッパ州に 

属している。 

オセアニア州に 

属している。 

日本よりも人口が多い。 ア イ 

日本よりも人口が少ない。 ウ エ 

記号    名
めい

称
しょう

 

記号    名称 

 

 

New

クリックまたはタップするだけ！

取り扱い代理店



社会科が好きになる！主体的に取り組み，深 い学びを保障する

新しいスタイル の ワーク として，先生方から「使って良かった！」の声が届いています！

「これまでのワークと何が違うの？」「どのように使うの？」「これまでのワークと何が違うの？」「どのように使うの？」「これまでのワークと何が違うの？」「どのように使うの？」
そんな先生方の疑問に，監修者の榊原先生がお答えします。そんな先生方の疑問に，監修者の榊原先生がお答えします。そんな先生方の疑問に，監修者の榊原先生がお答えします。

教科書のねらいに即しているので，　
進度が遅れず授業を進められました。

教科書の「見方・考え方」に対応
していて授業がしやすかったです。

予習するのが簡単で，問題数もちょう
どいいので，続けることができました。

学習習慣が身に付いたことで，生徒が
授業に集中するようになりました。

付属のワークシートを使って，
主体的・協働的な授業ができました。

教科書が一冊手元にあるだけでどんど
ん解けるし，とても使いやすいです。

教科書の内容とワークが直結している
ので，効率良く知識が定着しました。

学力保障システム学力保障システム学力保障システム学力保障システム学力保障システム学力保障システム

授業時数の不足が解消されます！授業時数の不足が解消されます！授業時数の不足が解消されます！

「知識・技能」習得のための時間が削減できます！「知識・技能」習得のための時間が削減できます！「知識・技能」習得のための時間が削減できます！

これから求められる「新しい価値を創造する」授業が実現できます！これから求められる「新しい価値を創造する」授業が実現できます！これから求められる「新しい価値を創造する」授業が実現できます！

完全準拠で学びを保障！「　　　　　」

教科書の内容を全ておさえようとすると時間は不足します。社会科は知識理解の内容項目も多
く，特に時間不足が顕在化します。「研究ノート」は学習指導要領を吟味し，定着すべき優先順
位を明確にし，子どもたちが学習内容を確実に定着できるよう問題を精選しました。

予習として「研究ノート」に取り組むことで，事前に「知識・技能」が習得できます。教科書に
完全準拠しているので，教科書の中に解答があります。反転学習することで，授業中での「知識・
技能」を習得するための時間が削減できます。

「知識・技能」を事前に習得しておくことで，授業で協働的な学びが展開できるようになります。
「研究ノート」本誌や教師用付録「A・Lワークシート」を活用することで，蓄えた知識を対話
による協働学習を通して，「新しい価値を創造していく力」が身に付くようになります。

生徒の皆様からも「社会科が好きになった」「学力が向
上した」など，ご好評いただいております。

2 3



★全ての生徒が取り組みやすい！★全ての生徒が取り組みやすい！★全ての生徒が取り組みやすい！★全ての生徒が取り組みやすい！★全ての生徒が取り組みやすい！★全ての生徒が取り組みやすい！★全ての生徒が取り組みやすい！★全ての生徒が取り組みやすい！★全ての生徒が取り組みやすい！★全ての生徒が取り組みやすい！★全ての生徒が取り組みやすい！★全ての生徒が取り組みやすい！家庭学習で知識を習得❶
・教科書完全準拠なので，教科書と同じデザイン・文章・資料を採用しました。
・生徒が無理なく取り組めるように，重要語句を精選しました。
・自学自習で解答にたどり着けるので，予習としても取り組めます。

▼歴史 1（P28.29）

➡教科書引用文の穴埋め問題

➡資料活用問題

➡「思考力・判断力・表現力」問題

教科書を読み進めながら用語を
確認します。

教科書と同一資料を使って要点
をおさえます。

社会的な「見方・考え方」を使っ
て活用問題に挑戦します。

ステップ１

ステップ 2

ステップ 3

実際に教科書誌面と見比べてください。

28
年号
チェック

資
料
か
ら
考
え
よ
う

藤
ふじ
原
わら
京
きょう
（復元模

も
型
けい
）

学
習
内
容
を
整
理
し
よ
う

教科書

100

P.42〜 43

日本列島の人々と国家の形成（６）

大
たい
化
か
の改

かい
新
しん
が始まる

むしご（蒸
む
しご）飯で　祝った　大化の改新645年

�７世紀前半，唐
とう

が領土を広げていくと，朝
ちょう

鮮
せん

半島では政変や戦争が続いた。
�ヤマト王

おう

権
けん

では中央集権を進めようと，645年に中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

と（ ① ）（の
ちの藤

ふじ

原
わらの

鎌
かま

足
たり

）が（ ② ）氏をたおして政権をにぎった。
難
なに

波
わの

宮
みや

を建設し，新しく天
てん

皇
のう

中心の役所・役人の組織をつくった。
��すべての土地と人々を国有にして天皇が支配する（ ③ ）の方

ほう

針
しん

が出さ
れた。
��これらの政治の改

かい

革
かく

を（ ④ ）という。
�唐・新

し ら ぎ

羅が（ ⑤ ）をほろぼすと，中大兄皇子は（⑤）の復興のために朝
鮮半島に大軍を送ったが敗れた。
九
きゅう

州
しゅう

北部に兵士の（ ⑥ ）をおき，朝鮮式山
やま

城
じろ

や水
みず

城
き

をつくった。
�中大兄皇子は大

おお

津
つの

宮
みや

で即
そく

位
い

して（ ⑦ ）天皇となると，国内の整備を進めた。
��初めて全国的な（ ⑧ ）をつくり，支配を強めた。

（⑦）天皇の死後，弟の大
おお

海
あ ま の

人皇
おう

子
じ

は（ ⑨ ）を起こして政権をにぎった。
天
てん

武
む

天皇となり，法制をさらに整えて中央集権国家の建設を強力に進めた。
�天武天皇の死後は，皇

こう

后
ごう

の持
じ

統
とう

天皇が事業を引きつぎ，広大な（ ⑩ ）が
建設された。
�701（大

たい

宝
ほう

元）年，唐の律
りつ

令
りょう

にならって（ ⑪ ）がつくられた。
��律令に基づいて政治を行う国家を律令国家という。

⑴ 大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

の中心となり，のちに即
そく

位
い

し
て天

てん

智
じ

天
てん

皇
のう

となった人物はだれですか。
⑵ 公

こう

地
ち

公
こう

民
みん

の方
ほう

針
しん

のもと，全国の土地と
人々はだれが支配することとされましたか。
⑶�　右の地図中のＸで663年に起きた戦いの
名前と，外交や防衛の拠

きょ

点
てん

となっていたＹ
の役所の名前を書きなさい。
⑷ 壬

じん

申
しん

の乱
らん

に勝利して即位した天皇を何といいますか。
⑸　８世紀以

い

降
こう

の日本のように，律
りつ

令
りょう

に基づいて政治を行う国家を何といいますか。

⑴�　右の資料は，７世紀半ばの九
きゅう

州
しゅう

北部のようすです。中大兄皇子が
つくらせた資料中のＸを何といい
ますか。
⑵ ⑴や朝

ちょう

鮮
せん

式山
やま

城
じろ

の一つである資
料中の大

おお

野
の

城
じょう

は，どのような目的
でつくられましたか。上の地図も
参考にして説明しなさい。

７～８世紀の日本と東アジアについてまとめよう。

大
化
の
改
新

天
智
天
皇

シルラ

律
令
国
家
の
成
立

中央集
しゅう

権
けん

に向けた日本の動きについておさえよう。

慶州
けいしゅう

キョンジュ
難波宮
なにわのみや
大津宮
おおつのみや

X

Y

飛鳥
あ す か

し ら ぎ

新羅
シ ル ラ

わ倭（
日
本
）

倭軍

新羅軍
朝鮮式の山城

唐軍

ちょうせん やまじろ

とう

0 300km

中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

の政治について考えよう。

博多湾

大野城

X

はか た わん

おお の じょう

6 律
りつ
令
りょう
国家の成立 P.42〜43

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑴

⑵

⑴

⑵

⑶
X

Y

⑷

⑸

22 23

学習日　　　  年 　 月 　 日

簡
単！ 年号チェック

律
り つ

令
りょう

国家をめざして 教科書 P.38 〜 396学
習
内
容
を
整
理
し
よ
う

資
料
か
ら
考
え
よ
う

645年　大化の改新が始まる
むしご（蒸しご）飯で　祝った　大化の改新

日本列島の人々と国家の形成（5）
第２編 古代までの日本

1　７世紀のヤマト王
おう

権
けん

の政治改
かい

革
かく

についてまとめよう。

聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

の死後，（　①　）氏の独
どく

裁
さい

的な政治への反感が高まった。
唐
とう

に対
たい

抗
こう

するため，高
コ

句
グ

麗
リョ

・百
ペク

済
チェ

・新
シル ラ

羅の三国では政変や戦争が相次いだ。
645年，（　②　）と（　③　）〔のちの藤

ふじ

原
わらの

鎌
かま

足
たり

〕は，（①）氏をたおし
て政

せい

権
けん

をにぎり，難
なに

波
わの

宮
みや

（大
おお

阪
さか

府）に都を移した。
唐から帰国した（　④　）などの協力を得て，全国の土地と人民を国の
もの＝（　⑤　）として，（　⑥　）がそれらを支配するという方

ほう

針
しん

を
打ち出した。
（②）と（③）による一連の政治改革を（　⑦　）という。

2　律令国家の成立についてまとめよう。

唐と新羅が連合して（　①　）をほろぼした。
・中

なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

は，（①）の復興のために大軍を送った。
・（　②　）の戦いで倭

わ

（日本）の水軍が大敗した。
・（①）から多くの人がのがれてきた。
中大兄皇子は，大

おお

津
つの

宮
みや

（滋
し

賀
が

県）で即
そく

位
い

して（　③　）天
てん

皇
のう

となった。
・全国にわたる初めての（　④　）を作成した。
（③）天皇の死後，あとつぎ争いから（　⑤　）の乱

らん

が起きた。
・この乱に勝利して即位した（　⑥　）天皇が，天皇を中心に全国を支
配する中央集権国家の建設をおしすすめた。
・（⑥）天皇の死後，その事業は皇

こう

后
ごう

の持
じ

統
とう

天皇に引きつがれ，奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

南部に広大な藤
ふじ

原
わら

京
きょう

がつくられた。
701年，（　⑦　）の律令をもとにして，（　⑧　）が定められた。
・律令に基づいて政治が行われる国家を，（　⑨　）という。

3　中大兄皇子の政
せい

策
さく

について考えよう。

⑴　次の資料は，中大兄皇子によって築かれた山
やま

城
じろ

や水
みず

城
き

です。資料中の★は，
九
きゅう

州
しゅう

北部の統
とう

括
かつ

や大陸との外交を担
にな

っていた役所です。この役所を何といいま
すか。
⑵　大

おお

野
の

城
じょう

や水城は
何のために築かれ
たのか説明しま
しょう。

こう く　り く だ ら し ら ぎ

律
令
国
家

国
際
情
勢
と
政
治
改
革

朝
鮮
へ
の
出
兵

⑴ 大宰府

⑵ 解答例：中大兄皇子は，
唐・新羅の連合軍にほ
ろぼされた百済を復興
するために大軍を送っ
たが敗れた。そのため
中大兄皇子は，唐・新
羅の日本への襲来を恐
れて山城や水城を築か
せて，これを防ごうと
した。

① 百済

② 白村江

③ 天智

④ 戸籍

⑤ 壬申

⑥ 天武

⑦ 唐

⑧ 大宝律令

⑨ 律令国家

① 蘇我

② 中大兄皇子

③ 中臣鎌足

④ 遣唐使

⑤ 公地公民

⑥ 天皇

⑦ 大化の改新

水城

大野城

★

博多湾
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時
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石
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縄
文

弥
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古
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飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

安土
桃山

大正
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学習  課題

学習日　　月　　日

解答・解説 P.14

律令国家の成立6

▼歴史 1（P28.29）

➡教科書引用文の穴埋め問題

➡資料活用問題

➡「思考力・判断力・表現力」問題

教科書を読み進めながら用語を
確認します。

教科書と同一資料を使って要点
をおさえます。

社会的な「見方・考え方」を使っ
て活用問題に挑戦します。

ステップ１

ステップ 2

ステップ 3

予習としても取り組める！予習としても取り組める！予習としても取り組める！
３ステップ方式３ステップ方式３ステップ方式
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年号
チェックチェック

資
料
か
ら
考
え
よ
う

藤藤
ふじふじふじ
原原原原
わらわらわら
京京
きょうきょうきょうきょう
（復元（復元（復元（復元模模模模模模

もも
型型型
けいけいけいけい
））

学
習
内
容
を
整
理
し
よ
う

教科書

100

P.42〜 43

日本列島の人々と国家の形成（６）

大
たい
化
か
の改

かい
新
しん
が始まる

むしご（蒸
む
しご）飯で　祝った　大化の改新645年

�７世紀前半，唐
とう

が領土を広げていくと，朝
ちょう

鮮
せん

半島では政変や戦争が続いた。
�ヤマト王

おう

権
けん

では中央集権を進めようと，645年に中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

と（ ① ）（の
ちの藤

ふじ

原
わらの

鎌
かま

足
たり

）が（ ② ）氏をたおして政権をにぎった。
難
なに

波
わの

宮
みや

を建設し，新しく天
てん

皇
のう

中心の役所・役人の組織をつくった。
��すべての土地と人々を国有にして天皇が支配する（ ③ ）の方

ほう

針
しん

が出さ
れた。
��これらの政治の改

かい

革
かく

を（ ④ ）という。
�唐・新

し ら ぎ

羅が（ ⑤ ）をほろぼすと，中大兄皇子は（⑤）の復興のために朝
鮮半島に大軍を送ったが敗れた。
九
きゅう

州
しゅう

北部に兵士の（ ⑥ ）をおき，朝鮮式山
やま

城
じろ

や水
みず

城
き

をつくった。
�中大兄皇子は大

おお

津
つの

宮
みや

で即
そく

位
い

して（ ⑦ ）天皇となると，国内の整備を進めた。
��初めて全国的な（ ⑧ ）をつくり，支配を強めた。

（⑦）天皇の死後，弟の大
おお

海
あ ま の

人皇
おう

子
じ

は（ ⑨ ）を起こして政権をにぎった。
天
てん

武
む

天皇となり，法制をさらに整えて中央集権国家の建設を強力に進めた。
�天武天皇の死後は，皇

こう

后
ごう

の持
じ

統
とう

天皇が事業を引きつぎ，広大な（ ⑩ ）が
建設された。
�701（大

たい

宝
ほう

元）年，唐の律
りつ

令
りょう

にならって（ ⑪ ）がつくられた。
��律令に基づいて政治を行う国家を律令国家という。

⑴ 大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

の中心となり，のちに即
そく

位
い

し
て天

てん

智
じ

天
てん

皇
のう

となった人物はだれですか。
⑵ 公

こう

地
ち

公
こう

民
みん

の方
ほう

針
しん

のもと，全国の土地と
人々はだれが支配することとされましたか。

⑶�　右の地図中のＸで663年に起きた戦いの
名前と，外交や防衛の拠

きょ

点
てん

となっていたＹ
の役所の名前を書きなさい。

⑷ 壬
じん

申
しん

の乱
らん

に勝利して即位した天皇を何といいますか。
⑸　８世紀以

い

降
こう

の日本のように，律
りつ

令
りょう

に基づいて政治を行う国家を何といいますか。

⑴�　右の資料は，７世紀半ばの九
きゅう

州
しゅう

北部のようすです。中大兄皇子が
つくらせた資料中のＸを何といい
ますか。
⑵ ⑴や朝

ちょう

鮮
せん

式山
やま

城
じろ

の一つである資
料中の大

おお

野
の

城
じょう

は，どのような目的
でつくられましたか。上の地図も
参考にして説明しなさい。

７～８世紀の日本と東アジアについてまとめよう。

大
化
の
改
新

天
智
天
皇

シルラ

律
令
国
家
の
成
立

中央集
しゅう

権
けん

に向けた日本の動きについておさえよう。

慶州慶州
けいしゅう

キョンジュ
難波宮難波宮
なにわのみや
大津宮
おおつのみや

X

Y

飛鳥飛鳥飛鳥飛鳥
あああ す かかかか

し ら ぎぎぎ

新羅新羅
シ ル ラ
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日
本
）
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日
本
）

倭（
日
本
）
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日
本
）

倭（
日
本
）

倭（
日
本
）

倭（
日
本
）

倭（
日
本
）

倭（
日
本
）

倭（
日
本
）

倭（
日
本
）

倭（
日
本
）

倭軍

新羅軍
朝鮮式の山城

唐軍

ちょうせん やまじろ

とう

0 300km

中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

の政治について考えよう。

博多湾

大野城

X

はか た わん

おお の じょう

6 律
りつ
令
りょう
国家の成立 P.42〜43

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑴

⑵

⑴

⑵

⑶
X

Y

⑷

⑸

わかるわかるわかるわかるわかるわかるわかるわかるわかる

予習予習予習

予習予習予習

授業授業授業 復習復習復習

復習復習復習

復習復習復習

6

4 5

QRコ ードで
学習事 項の確認

★ノートとワークが　１冊で完結！

・板書を写すノートとして
・左ページ（問題編）の　
  反復練習に
・ワークシートの添付
  スペースに
・自由な予習スペースに…

先生のアイデア次第
で自由自在！

ノートの使用例

明
治

昭
和
平
成

大正

20

21令
和

予習として取り組むことで，事前に
「知識・技能」が習得できます。



★先生が授業しやすい！★先生が授業しやすい！★先生が授業しやすい！★先生が授業しやすい！★先生が授業しやすい！★先生が授業しやすい！★先生が授業しやすい！★先生が授業しやすい！★先生が授業しやすい！★先生が授業しやすい！★先生が授業しやすい！★先生が授業しやすい！授業で思考力を育成❷
・授業で使える，主体的・対話的に取り組める「A・Lワークシート」が，教師用 デジタル教材に収録。（必要に応じて使えます）
・本誌では章末・編末に設定しています。

板書例（教師用書に掲載）
に沿って効率的に授業が
展開できます。

先生方の負担軽減！

28
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資
料
か
ら
考
え
よ
う

藤
ふじ
原
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京
きょう
（復元模

も
型
けい
）

学
習
内
容
を
整
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よ
う
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P.42〜 43

日本列島の人々と国家の形成（６）

大
たい
化
か
の改

かい
新
しん
が始まる

むしご（蒸
む
しご）飯で　祝った　大化の改新645年

�７世紀前半，唐
とう

が領土を広げていくと，朝
ちょう

鮮
せん

半島では政変や戦争が続いた。
�ヤマト王

おう

権
けん

では中央集権を進めようと，645年に中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

と（ ① ）（の
ちの藤

ふじ

原
わらの

鎌
かま

足
たり

）が（ ② ）氏をたおして政権をにぎった。
難
なに

波
わの

宮
みや

を建設し，新しく天
てん

皇
のう

中心の役所・役人の組織をつくった。
��すべての土地と人々を国有にして天皇が支配する（ ③ ）の方

ほう

針
しん

が出さ
れた。
��これらの政治の改

かい

革
かく

を（ ④ ）という。
�唐・新

し ら ぎ

羅が（ ⑤ ）をほろぼすと，中大兄皇子は（⑤）の復興のために朝
鮮半島に大軍を送ったが敗れた。
九
きゅう

州
しゅう

北部に兵士の（ ⑥ ）をおき，朝鮮式山
やま

城
じろ

や水
みず

城
き

をつくった。
�中大兄皇子は大

おお

津
つの

宮
みや

で即
そく

位
い

して（ ⑦ ）天皇となると，国内の整備を進めた。
��初めて全国的な（ ⑧ ）をつくり，支配を強めた。

（⑦）天皇の死後，弟の大
おお

海
あ ま の

人皇
おう

子
じ

は（ ⑨ ）を起こして政権をにぎった。
天
てん

武
む

天皇となり，法制をさらに整えて中央集権国家の建設を強力に進めた。
�天武天皇の死後は，皇

こう

后
ごう

の持
じ

統
とう

天皇が事業を引きつぎ，広大な（ ⑩ ）が
建設された。
�701（大

たい

宝
ほう

元）年，唐の律
りつ

令
りょう

にならって（ ⑪ ）がつくられた。
��律令に基づいて政治を行う国家を律令国家という。

⑴ 大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

の中心となり，のちに即
そく

位
い

し
て天

てん

智
じ

天
てん

皇
のう

となった人物はだれですか。
⑵ 公

こう

地
ち

公
こう

民
みん

の方
ほう

針
しん

のもと，全国の土地と
人々はだれが支配することとされましたか。

⑶�　右の地図中のＸで663年に起きた戦いの
名前と，外交や防衛の拠

きょ

点
てん

となっていたＹ
の役所の名前を書きなさい。

⑷ 壬
じん

申
しん

の乱
らん

に勝利して即位した天皇を何といいますか。
⑸　８世紀以

い

降
こう

の日本のように，律
りつ

令
りょう

に基づいて政治を行う国家を何といいますか。

⑴�　右の資料は，７世紀半ばの九
きゅう

州
しゅう

北部のようすです。中大兄皇子が
つくらせた資料中のＸを何といい
ますか。

⑵ ⑴や朝
ちょう

鮮
せん

式山
やま

城
じろ

の一つである資
料中の大

おお

野
の

城
じょう

は，どのような目的
でつくられましたか。上の地図も
参考にして説明しなさい。

７～８世紀の日本と東アジアについてまとめよう。

大
化
の
改
新

天
智
天
皇

シルラ

律
令
国
家
の
成
立

中央集
しゅう

権
けん

に向けた日本の動きについておさえよう。
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おおつのみや

X

Y

飛鳥
あ す か
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）
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朝鮮式の山城
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とう
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簡
単！ 年号チェック

律
り つ

令
りょう

国家をめざして 教科書 P.38 〜 396学
習
内
容
を
整
理
し
よ
う

資
料
か
ら
考
え
よ
う

645年　大化の改新が始まる
むしご（蒸しご）飯で　祝った　大化の改新

日本列島の人々と国家の形成（5）
第２編 古代までの日本

1　７世紀のヤマト王
おう

権
けん

の政治改
かい

革
かく

についてまとめよう。

聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

の死後，（　①　）氏の独
どく

裁
さい

的な政治への反感が高まった。
唐
とう

に対
たい

抗
こう

するため，高
コ

句
グ

麗
リョ

・百
ペク

済
チェ

・新
シル ラ

羅の三国では政変や戦争が相次いだ。
645年，（　②　）と（　③　）〔のちの藤

ふじ

原
わらの

鎌
かま

足
たり

〕は，（①）氏をたおし
て政
せい

権
けん

をにぎり，難
なに

波
わの

宮
みや

（大
おお

阪
さか

府）に都を移した。
唐から帰国した（　④　）などの協力を得て，全国の土地と人民を国の
もの＝（　⑤　）として，（　⑥　）がそれらを支配するという方

ほう

針
しん

を
打ち出した。
（②）と（③）による一連の政治改革を（　⑦　）という。

2　律令国家の成立についてまとめよう。

唐と新羅が連合して（　①　）をほろぼした。
・中

なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

は，（①）の復興のために大軍を送った。
・（　②　）の戦いで倭

わ

（日本）の水軍が大敗した。
・（①）から多くの人がのがれてきた。
中大兄皇子は，大

おお

津
つの

宮
みや

（滋
し

賀
が

県）で即
そく

位
い

して（　③　）天
てん

皇
のう

となった。
・全国にわたる初めての（　④　）を作成した。
（③）天皇の死後，あとつぎ争いから（　⑤　）の乱

らん

が起きた。
・この乱に勝利して即位した（　⑥　）天皇が，天皇を中心に全国を支
配する中央集権国家の建設をおしすすめた。
・（⑥）天皇の死後，その事業は皇

こう

后
ごう

の持
じ

統
とう

天皇に引きつがれ，奈
な

良
ら

盆
ぼん

地
ち

南部に広大な藤
ふじ

原
わら

京
きょう

がつくられた。
701年，（　⑦　）の律令をもとにして，（　⑧　）が定められた。
・律令に基づいて政治が行われる国家を，（　⑨　）という。

3　中大兄皇子の政
せい

策
さく

について考えよう。

⑴　次の資料は，中大兄皇子によって築かれた山
やま

城
じろ

や水
みず

城
き

です。資料中の★は，
九
きゅう

州
しゅう

北部の統
とう

括
かつ

や大陸との外交を担
にな

っていた役所です。この役所を何といいま
すか。
⑵　大

おお

野
の

城
じょう

や水城は
何のために築かれ
たのか説明しま
しょう。

こう く　り く だ ら し ら ぎ

律
令
国
家

国
際
情
勢
と
政
治
改
革

朝
鮮
へ
の
出
兵

⑴ 大宰府

⑵ 解答例：中大兄皇子は，
唐・新羅の連合軍にほ
ろぼされた百済を復興
するために大軍を送っ
たが敗れた。そのため
中大兄皇子は，唐・新
羅の日本への襲来を恐
れて山城や水城を築か
せて，これを防ごうと
した。

① 百済

② 白村江

③ 天智

④ 戸籍

⑤ 壬申

⑥ 天武

⑦ 唐

⑧ 大宝律令

⑨ 律令国家

① 蘇我

② 中大兄皇子

③ 中臣鎌足

④ 遣唐使

⑤ 公地公民

⑥ 天皇

⑦ 大化の改新

水城

大野城

★

博多湾

※各5点，記述10点

得点欄

中
なか
臣
とみの
鎌
かま
足
たり

蘇
そ
我
が

公
こう
地
ち
公
こう
民
みん

大
たい
化
か
の改

かい
新
しん

百
くだ ら
済

防
さき
人
もり

天
てん
智
じ

戸
こ
籍
せき

壬
じん
申
しん
の乱

らん

藤
ふじ
原
わら
京
きょう

大
たい
宝
ほう
律
りつ
令
りょう

ペクチェ

中
なかの
大
おお
兄
えの
皇
おう
子
じ

天
てん
皇
のう

白
はく
村
すきの
江
え
の戦

たたか
い

大
だ
宰
ざい
府
ふ

天
てん
武
む
天
てん
皇
のう

律
りつ
令
りょう
国
こっ
家
か

はくそんこう

水
みず
城
き

（例）唐
とう
や新

し ら ぎ
羅が

攻
こう
撃
げき
してくるのを

防
ふせ
ぐため。
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学習  課題

学習日　　月　　日

解答・解説 P.14

律令国家の成立6

【大化の改新】

７世紀前半に唐が領土を拡大 朝鮮半島に圧力

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　高句麗・百済・新羅で政変，戦争が相次ぐ

　　

　　 ヤマト王権内で中央集権を進めようとする動きが起こる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帰国した遣唐使や留学生の知識を用いる

大化の改新 645年，中大兄皇子と中臣鎌足（藤原鎌足）が蘇我氏をたおす

　　　　　　　　　　　難波宮を建設 天皇を中心とする役所や役人の組織をつくる

　　　　　　　　　　　公地公民……すべての土地と人々を国有にして天皇が支配する

【天智天皇】

中大兄皇子の政治

　　 百済の復興のため，朝鮮半島に大軍を送る 白村江の戦いで唐の水軍に敗れ，撤退

　　　　　　唐・新羅がほろぼす

　　 九州北部に防人（兵士）をおく

　　 朝鮮式山城や水城を築く

天智天皇……中大兄皇子が大津宮（滋賀県）で即位

　　 役所・役人の組織を改良

　　 初めて全国的な戸籍をつくる 公民の支配を強化

【律令国家の成立】

壬申の乱……天智天皇の死後，弟の大海人皇子が挙兵して政権をにぎる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　即位して天武天皇となる

中央集権国家の建設

　　 天武天皇は飛鳥に都をおき，法制をいっそう整備 死後は皇后の持統天皇が事業を引きつぐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・広大な藤原京をつくる

　　 701年，大宝律令の制定　　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  

　　　・唐の律令をまねてつくられる

大宰府を拠点とし，唐や新羅の

攻撃にそなえる

�
�
�

�
�
�

律令に基づいて政治が行われる

国家（律令国家）の成立
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学習  課題

学習日　　月　　日

A・Lワークシート
アクティブ・ラーニング

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

古
墳

飛
鳥
奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

安土
桃山

大正

　　奈
な
良
ら
時代と平

へい
安
あん
時代の政治について考え，まとめましょう。

⑴ 墾
こん
田
でん
永
えい
年
ねん
私
し
財
ざい
法
ほう
（743年）の影

えい
響
きょう
について，（ ）にあてはまる語句を書きなさい。

　�　朝
ちょう
廷
てい
が，（①　　　　　　）を増やすことを目的に出した法で，（②　　　　　　）を奨

しょう
励
れい
した。（②）した

土地は私
し
有
ゆう
地
ち
となり，貴

き
族
ぞく
や寺社の（③　　　　　　）が広がった。これによって，すべての土地と人民を

国有として天
てん
皇
のう
が支配する（④　　　　　　）の原則はくずれていった。

⑵�　あなたが奈良時代の農民で，右の表の税を負
ふ
担
たん
すると想像し

て，どのようなことを感じましたか。気持ちや考えを書きなさい。

⑶ 藤
ふじ
原
わら
氏が朝

ちょう
廷
てい
内で権

けん
力
りょく
をにぎった方法を，次の〔 〕の語句

を用いて説明しなさい。
〔 摂

せっ

政
しょう

　　関
かん

白
ぱく

〕

　　奈
な
良
ら
時代と平

へい
安
あん
時代の文化や人物について考え，まとめましょう。

⑴　次の文化に関わる語句で，天
てん
平
ぴょう
文化にあてはまるものをすべて選んで，ア〜コの記号に○をつけなさい。

ア 正
しょう
倉
そう
院
いん
　　　　イ 平

びょう
等
どう
院
いん
鳳
ほう
凰
おう
堂
どう
　　　ウ 螺

ら
鈿
でん
紫
し
檀
たんの
五
ご
絃
げん
琵
び
琶
わ
エ 寝

しん
殿
でん
造
づくり
　　オ 十

じゅう
二
に
単
ひとえ

カ 東
とう
大
だい
寺
じ
の大

だい
仏
ぶつ
キ 興

こう
福
ふく
寺
じ
阿
あ
修
しゅ
羅
ら
像
ぞう
　　ク 古

こ
今
きん
和
わ
歌
か
集
しゅう
　　　　ケ 枕

まくらの
草
そう
子
し
　　コ 万

まん
葉
よう
集
しゅう

⑵　次の人物で，平安時代に主に活
かつ
躍
やく
した人物をすべて選んで，ア〜コの記号に○をつけなさい。

ア 藤
ふじ
原
わらの
道
みち
長
なが
　　　イ 紀

きの
貫
つら
之
ゆき
　　　ウ 柿

かきの
本
もとの
人
ひと
麻
ま
呂
ろ
　　エ 桓

かん
武
む
天
てん
皇
のう
　　　オ 聖

しょう
武
む
天皇

カ 紫
むらさき
式
しき
部
ぶ
　　　��キ 行

ぎょう
基
き
　　　　ク 山

やまの
上
うえの
憶
おく
良
ら
　　　ケ 鑑

がん
真
じん
　　　　　コ 坂

さかの
上
うえの
田
た
村
むら
麻
ま
呂
ろ

⑶　天平文化と国
こく
風
ふう
文化について，次の〔 〕の語句を用いてそれらの特

とく
徴
ちょう
を説明しなさい。

〔 仏教　　　国際色　　　唐
とう

　　日本の風土 〕

　　
　　「古代国家の展

てん
開
かい
」の学習を振

ふ
り返り，まとめましょう。

〈もっとも深く考えた学習内容，興味をもった学習内容〉

　　〈内容に対する自分の意見・感想〉

1

税

租
そ

収
しゅう
穫
かく
量の約３％の稲

いね

調
ちょう

成年男子にかかる地方の特産物
（絹

きぬ
・麻

あさ
の布，魚・貝・海

かい
藻
そう
・

鉄など）

庸
よう

成年男子にかかる麻の布

※さらに兵
へい
役
えき
や労

ろう
役
えき
がかけられた

2

3

古代国家の展開 教科書 P.44 〜 56

奈
な
良
ら
時代と平

へい
安
あん
時代の政治の特

とく
徴
ちょう
についてまとめ，また，文化のちがいについて説明しましょう。

解答・解説 P.22

農
のう
地
ち

荘
しょう
園
えん

（例）�農
のう
民
みん
の生

せい
活
かつ
を全

まった
く考

かんが
えずに，たくさんの税

ぜい
を課

か

せられて，辛
つら
くてたまらない。逃

とう
亡
ぼう
して僧

そう
にで

もなろうかと思
おも
っている。　

（例）�自
じ
分
ぶん
の娘

むすめ
を天

てん
皇
のう
のきさきにし，その子

こ
を天

てん
皇
のう
にした。天

てん
皇
のう
が幼

おさな
いときには摂

せっ
政
しょう
，成

せい
人
じん
すると関

かん
白
ぱく

という職
しょく
について，天

てん
皇
のう
に代

か
わって政

せい
治
じ
を動

うご
かしたり，天

てん
皇
のう
の政

せい
治
じ
に意

い
見
けん
をさしはさんだりした。

（例）�天
てん
平
ぴょう
文
ぶん
化
か
は，ますます盛

さか
んになった仏

ぶっ
教
きょう
の影

えい
響
きょう
が強

つよ
くあらわれ，また，東

とう
西
ざい
の交

こう
流
りゅう
が

盛
さか
んだった唐

とう
の影
えい
響
きょう
を受

う
けていたため，国

こく
際
さい
色
しょく
豊
ゆた
かな文

ぶん
化
か
であった。一

いっ
方
ぽう
，国
こく
風
ふう
文
ぶん
化
か
は，

遣
けん
唐
とう
使
し
が廃

はい
止
し
された影

えい
響
きょう
もあり，独

どく
自
じ
の文

ぶん
化
か
が育

そだ
ち，日

に
本
ほん
の風

ふう
土
ど
やくらしに合

あ
った優

ゆう

美
び
で洗
せん
練
れん
された文

ぶん
化
か
であった。

公
こう
地
ち
公
こう
民
みん

開
かい
墾
こん

（解
かい
答
とう
略
りゃく
）

表

⑥ 律令国家の成立                                     学習日  月  日 No.12

大化の改新

・｟ 中大兄皇子 ｠と｟ 中臣鎌足 ｠（のちの藤
ふじ

原
わらの

鎌
かま

足
たり

）は，（  蘇我 氏）をたおして
政
せい

権
けん

をにぎった
・現在の大

おお
阪
さか

市に（   難波宮  ）を建設
・（ 天皇 ）を中心とする新しい役所・役人の組織をつくった
・｟ 公地公民 ｠の方

ほう
針
しん

…すべての土地と人々を（ 国有 ）とし，（ 天皇 ）がそれらを
支配する

天智天皇

【他国との争い】
・（ 唐 ）と（ 新羅 ）が連合して百済

く だ ら
をほろぼした。

                   ↑
・（ 中大兄皇子 ）は 朝

ちょう
鮮
せん

半島に大軍を送って百済を助けた→（ 白村江 の戦い）で敗退

【国内での政治】
・ 九

きゅう
州

しゅう
北部…（ 防人 ）とよばれる兵士。（  朝鮮式 山城 ）や（  水城   ）を築いた

・（ 大津宮 ）（今の滋
し

賀
が

県）で即
そく

位
い

して｟ 天智天皇  ｠となった
・全国的な（ 戸籍 ）をつくった

◆なぜ九州北部に防人
さきもり

をおいたり，山
やま

城
じろ

や水
みず

城
き

を築いたり
したのか。

律令国家の成立

・天
てん

智
じ

天
てん

皇
のう

の死後 → （  大海人皇子 ）が挙
きょ

兵
へい

→ ｟ 天武天皇  ｠として即位
            …この内

ない
乱
らん

を｟  壬申の乱  ｠という
・天

てん
武
む

天皇の死後 → 皇
こう

后
ごう

であった（  持統天皇  ）が引きついだ。
・都として（ 藤原京 ）をつくった
・701 年｟ 大宝律令  ｠…（  唐  ）の律

りつ
令

りょう
をまねてつくった

  …律令という法
ほう

律
りつ

に基づいて政治が行われる国家を｟  律令国家  ｠という

◆なぜ日本は大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

を行い，律令国家となる必要があったのか。

【自己評価と振り返り】 Ａ…よくできた Ｂ…できた Ｃ…できなかった

課題・目標達成 学習の理解 学びに向かう態度 学習の振り返り

Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ

（ 645 年）｟ 大化の改新 ｠

例）唐や新羅の攻撃に備えるため。

例）法律に基づいて政治を行い，中央集権国家の建設をおしすすめるため。

がが
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学習  課題学習  課題学習  課題

学習日　　月　　日律令国家の成立6

【大化の改新】【大化の改新】

７世紀前半に唐が領土を拡大７世紀前半に唐が領土を拡大 朝鮮半島に圧力朝鮮半島に圧力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　高句麗・百済・新羅で政変，戦争が相次ぐ　　高句麗・百済・新羅で政変，戦争が相次ぐ

　　　　

　　　　 ヤマト王権内でヤマト王権内で中央集権を進めようとする動き中央集権を進めようとする動きが起こるが起こる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帰国した遣唐使や留学生の知識を用いる　　帰国した遣唐使や留学生の知識を用いる

大化の改新大化の改新 645年，645年，中大兄皇子中大兄皇子とと中臣鎌足中臣鎌足（藤原鎌足）が蘇我氏をたおす（藤原鎌足）が蘇我氏をたおす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難波宮を建設　　難波宮を建設 天皇を中心とする役所や役人の組織をつくる天皇を中心とする役所や役人の組織をつくる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公地公民公地公民……すべての土地と人々を国有にして天皇が支配する……すべての土地と人々を国有にして天皇が支配する

【天智天皇】【天智天皇】

中大兄皇子の政治中大兄皇子の政治

　　　　 百済百済の復興のため，朝鮮半島に大軍を送るの復興のため，朝鮮半島に大軍を送る 白村江の戦いで唐の水軍に敗れ，撤退白村江の戦いで唐の水軍に敗れ，撤退

　　　　　　　　　　唐・新羅がほろぼす　　唐・新羅がほろぼす

　　　　 九州北部に防人（兵士）をおく九州北部に防人（兵士）をおく

　　　　 朝鮮式山城や水城を築く朝鮮式山城や水城を築く

天智天皇天智天皇……中大兄皇子が大津宮（滋賀県）で即位……中大兄皇子が大津宮（滋賀県）で即位

　　　　 役所・役人の組織を改良役所・役人の組織を改良

　　　　 初めて全国的な戸籍をつくる初めて全国的な戸籍をつくる 公民の支配を強化公民の支配を強化

【律令国家の成立】【律令国家の成立】

壬申の乱壬申の乱……天智天皇の死後，弟の……天智天皇の死後，弟の大海人皇子大海人皇子が挙兵して政権をにぎるが挙兵して政権をにぎる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　即位して　即位して天武天皇天武天皇となるとなる

中央集権国家の建設中央集権国家の建設

　　　　 天武天皇は飛鳥に都をおき，法制をいっそう整備天武天皇は飛鳥に都をおき，法制をいっそう整備 死後は皇后の持統天皇が事業を引きつぐ死後は皇后の持統天皇が事業を引きつぐ死後は皇后の持統天皇が事業を引きつぐ死後は皇后の持統天皇が事業を引きつぐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・広大な藤原京をつくる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・広大な藤原京をつくる

　　　　 701年，701年，大宝律令大宝律令の制定　　　の制定　　　　 　 　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  　　　  

　　　・唐の律令をまねてつくられる　　　・唐の律令をまねてつくられる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　高句麗・百済・新羅で政変，戦争が相次ぐ　　高句麗・百済・新羅で政変，戦争が相次ぐ　　高句麗・百済・新羅で政変，戦争が相次ぐ　　高句麗・百済・新羅で政変，戦争が相次ぐ　　高句麗・百済・新羅で政変，戦争が相次ぐ　　高句麗・百済・新羅で政変，戦争が相次ぐ

　　帰国した遣唐使や留学生の知識を用いる　　帰国した遣唐使や留学生の知識を用いる

　　難波宮を建設　　難波宮を建設　　難波宮を建設　　難波宮を建設

　　唐・新羅がほろぼす　　唐・新羅がほろぼす

大宰府を拠点とし，唐や新羅の大宰府を拠点とし，唐や新羅の

攻撃にそなえる攻撃にそなえる

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

　即位して　即位して

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

　 　 �
�
�

　 　  律令に基づいて政治が行われる律令に基づいて政治が行われる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　律令に基づいて政治が行われる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

国家（国家（律令国家律令国家）の成立）の成立
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学習  課題学習  課題学習  課題

学習日　　月　　日

A・Lワークシート
アクティブ・ラーニング

世
紀

B.C.

A.D.
1

2

3

4

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

時
代
旧
石
器

縄
文

弥
生

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

江
戸

明
治

昭
和
平
成

令
和

安土
桃山

大正

奈
な
良
ら
時代と平

へい
安
あん
時代の政治について考え，まとめましょう。

⑴ 墾
こん
田
でん
永
えい
年
ねん
私
し
財
ざい
法
ほう
（743年）の影

えい
響
きょう
について，（ ）にあてはまる語句を書きなさい。

　�　朝
ちょう
廷
てい
が，（①　　　　　　）を増やすことを目的に出した法で，（②　　　　　　）を奨

しょう
励
れい
した。（②）した

土地は私
し
有
ゆう
地
ち
となり，貴

き
族
ぞく
や寺社の（③　　　　　　）が広がった。これによって，すべての土地と人民を

国有として天
てん
皇
のう
が支配する（④　　　　　　）の原則はくずれていった。

⑵�　あなたが奈良時代の農民で，右の表の税を負
ふ
担
たん
すると想像し

て，どのようなことを感じましたか。気持ちや考えを書きなさい。

⑶ 藤
ふじ
原
わら
氏が朝

ちょう
廷
てい
内で権

けん
力
りょく
をにぎった方法を，次の〔 〕の語句

を用いて説明しなさい。
〔 摂

せっ

政
しょう

　　関
かん

白
ぱく

〕

奈
な
良
ら
時代と平

へい
安
あん
時代の文化や人物について考え，まとめましょう。

⑴　次の文化に関わる語句で，天
てん
平
ぴょう
文化にあてはまるものをすべて選んで，ア〜コの記号に○をつけなさい。

ア 正
しょう
倉
そう
院
いん
　　　　イ 平

びょう
等
どう
院
いん
鳳
ほう
凰
おう
堂
どう
　　　ウ 螺

ら
鈿
でん
紫
し
檀
たんの
五
ご
絃
げん
琵
び
琶
わ
エ 寝

しん
殿
でん
造
づくり
　　オ 十

じゅう
二
に
単
ひとえ

カ 東
とう
大
だい
寺
じ
の大

だい
仏
ぶつ
キ 興

こう
福
ふく
寺
じ
阿
あ
修
しゅ
羅
ら
像
ぞう
　　ク 古

こ
今
きん
和
わ
歌
か
集
しゅう
　　　　ケ 枕

まくらの
草
そう
子
し
　　コ 万

まん
葉
よう
集
しゅう

⑵　次の人物で，平安時代に主に活
かつ
躍
やく
した人物をすべて選んで，ア〜コの記号に○をつけなさい。

ア 藤
ふじ
原
わらの
道
みち
長
なが
　　　イ 紀

きの
貫
つら
之
ゆき
　　　ウ 柿

かきの
本
もとの
人
ひと
麻
ま
呂
ろ
　　エ 桓

かん
武
む
天
てん
皇
のう
　　　オ 聖

しょう
武
む
天皇

カ 紫
むらさき
式
しき
部
ぶ
　　　��キ 行

ぎょう
基
き
　　　　ク 山

やまの
上
うえの
憶
おく
良
ら
　　　ケ 鑑

がん
真
じん
　　　　　コ 坂

さかの
上
うえの
田
た
村
むら
麻
ま
呂
ろ

⑶　天平文化と国
こく
風
ふう
文化について，次の〔 〕の語句を用いてそれらの特

とく
徴
ちょう
を説明しなさい。

〔 仏教　　　国際色　　　唐
とう

　　日本の風土 〕

　　
　　「古代国家の展

てん
開
かい
」の学習を振

ふ
り返り，まとめましょう。

〈もっとも深く考えた学習内容，興味をもった学習内容〉

　　〈内容に対する自分の意見・感想〉

1

税

租
そ

収
しゅう
穫
かく
量の約３％の稲

いね

調
ちょう

成年男子にかかる地方の特産物
（

きぬ あさ かいそう

庸
よう

2

3

古代国家の展開 教科書 P.44 〜 56

奈
な
良
ら
時代と平

へい
安
あん
時代の政治の特

とく
徴
ちょう
についてまとめ，また，文化のちがいについて説明しましょう。

解答・解説 P.22

農農　　　　　　農　　　　　　　　　　　　
のうのう
地地　　　　　　地　　　　　　　　　　　　
ちち

荘荘　　　　　　荘　　　　　　　　　　　　
しょうしょう
園園　　　　　　園　　　　　　　　　　　　
えんえん

（例）�（例）�農農
のうのう
民民
みんみん
のの生生

せいせい
活活
かつかつ
をを全全

まったまった
くく考考

かんがかんが
えずに，たくさんのえずに，たくさんの税税

ぜいぜい
をを課課

かか

せられて，せられて，辛辛
つらつら
くてたまらない。くてたまらない。逃逃

とうとう
亡亡
ぼうぼう
してして僧僧

そうそう
にでにで

もなろうかともなろうかと思思
おもおも
っている。　っている。　

（例）�（例）�自自
じじ
分分
ぶんぶん
のの娘娘

むすめむすめ
をを天天

てんてん
皇皇
のうのう
のきさきにし，そののきさきにし，その子子

ここ
をを天天

てんてん
皇皇
のうのう
にした。にした。天天

てんてん
皇皇
のうのう
がが幼幼

おさなおさな
いときにはいときには

というという職職
しょくしょく
について，について，天天

てんてん
皇皇
のうのう
にに代代

かか
わってわって政政

せいせい
治治
じじ
をを動動

うごうご
かしたり，かしたり，天天

てんてん
皇皇
のうのう
のの政政

せいせい
治治
じじ
にに

公公　　　　　　公　　　　　　　　　　　　
こうこう
地地　　　　　　地　　　　　　　　　　　　
ちち
公公　　　　　　公　　　　　　　　　　　　
こうこう
民民　　　　　　民　　　　　　　　　　　　
みんみん

開開　　　　　　開　　　　　　　　　　　　
かいかい
墾墾　　　　　　墾　　　　　　　　　　　　
こんこん

（（解解
かいかい
答答
とうとう
略略
りゃくりゃく
））

表表

⑥⑥ 律令国家の成立律令国家の成立                                     学習日学習日  月月  日日 NNoooooooo.1111222222

大化の改新

・｟ 中大兄皇子 ｠と｟ 中臣鎌足 ｠（のちの藤
ふじ

原
わらの

鎌
かま

足
たり

）は，（  蘇我 氏）をたおして
政
せい

権
けん

をにぎった
・現在の大

おお
阪
さか

市に（   難波宮  ）を建設
・（ 天皇 ）を中心とする新しい役所・役人の組織をつくった
・｟ 公地公民 ｠の方

ほう
針
しん

…すべての土地と人々を（ 国有 ）とし，（ 天皇 ）がそれらを
支配する

天智天皇

【他国との争い】
・（ 唐 ）と（ 新羅 ）が連合して百済

く だ ら
をほろぼした。

                   ↑
・（ 中大兄皇子 ）は 朝

ちょう
鮮
せん

半島に大軍を送って百済を助けた→（ 白村江 の戦い）で敗退

【国内での政治】
・ 九

きゅう
州

しゅう
北部…（ 防人 ）とよばれる兵士。（  朝鮮式 山城 ）や（  水城   ）を築いた

・（ 大津宮 ）（今の滋
し

賀
が

県）で即
そく

位
い

して｟ 天智天皇  ｠となった
・全国的な（ 戸籍 ）をつくった

◆なぜ九州北部に防人
さきもり

をおいたり，山
やま

城
じろ

や水
みず

城
き

を築いたり
したのか。

律令国家の成立

・天
てんてん

智
じ

天
てんてん

皇
のうのう

の死後 → （  大海人皇子 ）が挙
きょ

兵
へい

→ ｟ 天武天皇  ｠として即位
壬申の乱  ｠という
持統天皇  ）が引きついだ。

）の律
りつ

令
りょう

をまねてつくった
に基づいて政治が行われる国家を｟  律令国家  ｠という

を行い，律令国家となる必要があったのか。

【自己評価と振り返り】 Ａ…よくできた Ｂ…できた Ｃ…できなかった

課題・目標達成 学習の理解 学びに向かう態度 学習の振り返り

Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ

（ 645 年）｟ 大化の改新 ｠

例）唐や新羅の攻撃に備えるため。

例）法律に基づいて政治を行い，中央集権国家の建設をおしすすめるため。

考え・表現する考え・表現する考え・表現する考え・表現する考え・表現する考え・表現する考え・表現する考え・表現する考え・表現する考え・表現する考え・表現する考え・表現する

★「協働学習」の　　授業の実現

4

5

6

9

10

11

12

13

14

15

古
墳

奈
良

平
安

鎌
倉

南
北
朝

室
町

戦
国

白村江の戦いで唐の水軍に敗れ，撤退白村江の戦いで唐の水軍に敗れ，撤退

死後は皇后の持統天皇が事業を引きつぐ死後は皇后の持統天皇が事業を引きつぐ死後は皇后の持統天皇が事業を引きつぐ死後は皇后の持統天皇が事業を引きつぐ

77

88

飛
鳥
飛
鳥

6 7

〔 仏教　　　国際色　　　唐　　日本の風土 〕〔 仏教　　　国際色　　　唐　　日本の風土 〕

（例）�（例）�天天
てんてん
平平
ぴょうぴょう
文文
ぶんぶん
化化
かか
は，ますますは，ますます盛盛

さかさか
んになったんになった仏仏

ぶっぶっ
教教
きょうきょう
のの影影

えいえい
響響
きょうきょう
がが強強

つよつよ
くあらわれ，また，くあらわれ，また，東東

とうとう
西西
ざいざい
のの交交

こうこう
流流
りゅうりゅう
がが

さかさか とうとう えいえいきょうきょう うう こくこくこくこくさいさいしょくしょくゆたゆた ぶんぶん かか いっいっぽうぽう こくこくふうふうぶんぶん
化化
かか
は，は，

ったった優優
ゆうゆう

美美でで洗洗練練されたされた文文化化であった。であった。
本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。本誌では章末・編末に対応。盛盛本誌では章末・編末に対応。盛盛本誌では章末・編末に対応。盛盛本誌では章末・編末に対応。盛盛

さかさか本誌では章末・編末に対応。さかさか本誌では章末・編末に対応。さかさか本誌では章末・編末に対応。さかさか
んだったんだった本誌では章末・編末に対応。んだったんだった本誌では章末・編末に対応。んだったんだった本誌では章末・編末に対応。んだったんだった唐唐本誌では章末・編末に対応。唐唐本誌では章末・編末に対応。唐唐本誌では章末・編末に対応。唐唐

とうとう本誌では章末・編末に対応。とうとう本誌では章末・編末に対応。とうとう本誌では章末・編末に対応。とうとう
のの本誌では章末・編末に対応。のの本誌では章末・編末に対応。のの本誌では章末・編末に対応。のの影影本誌では章末・編末に対応。影影本誌では章末・編末に対応。影影本誌では章末・編末に対応。影影
えいえい本誌では章末・編末に対応。えいえい本誌では章末・編末に対応。えいえい本誌では章末・編末に対応。えいえい
響響本誌では章末・編末に対応。響響本誌では章末・編末に対応。響響本誌では章末・編末に対応。響響
きょうきょう本誌では章末・編末に対応。きょうきょう本誌では章末・編末に対応。きょうきょう本誌では章末・編末に対応。きょうきょう
をを本誌では章末・編末に対応。をを本誌では章末・編末に対応。をを本誌では章末・編末に対応。をを受受本誌では章末・編末に対応。受受本誌では章末・編末に対応。受受本誌では章末・編末に対応。受受

うう本誌では章末・編末に対応。うう本誌では章末・編末に対応。うう本誌では章末・編末に対応。うう
けていたため，けていたため，本誌では章末・編末に対応。けていたため，けていたため，本誌では章末・編末に対応。けていたため，けていたため，本誌では章末・編末に対応。けていたため，けていたため，国国本誌では章末・編末に対応。国国本誌では章末・編末に対応。国国本誌では章末・編末に対応。国国

こくこく本誌では章末・編末に対応。こくこく本誌では章末・編末に対応。こくこく本誌では章末・編末に対応。こくこく
際際本誌では章末・編末に対応。際際本誌では章末・編末に対応。際際本誌では章末・編末に対応。際際
さいさい本誌では章末・編末に対応。さいさい本誌では章末・編末に対応。さいさい本誌では章末・編末に対応。さいさい
色色本誌では章末・編末に対応。色色本誌では章末・編末に対応。色色本誌では章末・編末に対応。色色
しょくしょく本誌では章末・編末に対応。しょくしょく本誌では章末・編末に対応。しょくしょく本誌では章末・編末に対応。しょくしょく
豊豊本誌では章末・編末に対応。豊豊本誌では章末・編末に対応。豊豊本誌では章末・編末に対応。豊豊
ゆたゆた本誌では章末・編末に対応。ゆたゆた本誌では章末・編末に対応。ゆたゆた本誌では章末・編末に対応。ゆたゆた
かなかな本誌では章末・編末に対応。かなかな本誌では章末・編末に対応。かなかな本誌では章末・編末に対応。かなかな文文本誌では章末・編末に対応。文文本誌では章末・編末に対応。文文本誌では章末・編末に対応。文文

ぶんぶん本誌では章末・編末に対応。ぶんぶん本誌では章末・編末に対応。ぶんぶん本誌では章末・編末に対応。ぶんぶん
化化本誌では章末・編末に対応。化化本誌では章末・編末に対応。化化本誌では章末・編末に対応。化化
かか本誌では章末・編末に対応。かか本誌では章末・編末に対応。かか本誌では章末・編末に対応。かか
であった。であった。本誌では章末・編末に対応。であった。であった。本誌では章末・編末に対応。であった。であった。本誌では章末・編末に対応。であった。であった。一一本誌では章末・編末に対応。一一本誌では章末・編末に対応。一一本誌では章末・編末に対応。一一

いっいっ本誌では章末・編末に対応。いっいっ本誌では章末・編末に対応。いっいっ本誌では章末・編末に対応。いっいっ
方方本誌では章末・編末に対応。方方本誌では章末・編末に対応。方方本誌では章末・編末に対応。方方
ぽうぽう本誌では章末・編末に対応。ぽうぽう本誌では章末・編末に対応。ぽうぽう本誌では章末・編末に対応。ぽうぽう
，，本誌では章末・編末に対応。，，本誌では章末・編末に対応。，，本誌では章末・編末に対応。，，国国本誌では章末・編末に対応。国国本誌では章末・編末に対応。国国本誌では章末・編末に対応。国国こくこく本誌では章末・編末に対応。こくこく本誌では章末・編末に対応。こくこく本誌では章末・編末に対応。こくこく
風風本誌では章末・編末に対応。風風本誌では章末・編末に対応。風風本誌では章末・編末に対応。風風ふうふう本誌では章末・編末に対応。ふうふう本誌では章末・編末に対応。ふうふう本誌では章末・編末に対応。ふうふう文文本誌では章末・編末に対応。文文本誌では章末・編末に対応。文文本誌では章末・編末に対応。文文ぶんぶん本誌では章末・編末に対応。ぶんぶん本誌では章末・編末に対応。ぶんぶん本誌では章末・編末に対応。ぶんぶん化化本誌では章末・編末に対応。化化本誌では章末・編末に対応。化化本誌では章末・編末に対応。化化かか本誌では章末・編末に対応。かか本誌では章末・編末に対応。かか本誌では章末・編末に対応。かか遣遣本誌では章末・編末に対応。遣遣本誌では章末・編末に対応。遣遣本誌では章末・編末に対応。遣遣

けんけん本誌では章末・編末に対応。けんけん本誌では章末・編末に対応。けんけん本誌では章末・編末に対応。けんけん
唐唐本誌では章末・編末に対応。唐唐本誌では章末・編末に対応。唐唐本誌では章末・編末に対応。唐唐
とうとう本誌では章末・編末に対応。とうとう本誌では章末・編末に対応。とうとう本誌では章末・編末に対応。とうとう
使使本誌では章末・編末に対応。使使本誌では章末・編末に対応。使使本誌では章末・編末に対応。使使
しし本誌では章末・編末に対応。しし本誌では章末・編末に対応。しし本誌では章末・編末に対応。しし
がが本誌では章末・編末に対応。がが本誌では章末・編末に対応。がが本誌では章末・編末に対応。がが廃廃本誌では章末・編末に対応。廃廃本誌では章末・編末に対応。廃廃本誌では章末・編末に対応。廃廃

はいはい本誌では章末・編末に対応。はいはい本誌では章末・編末に対応。はいはい本誌では章末・編末に対応。はいはいはいはい本誌では章末・編末に対応。はいはい本誌では章末・編末に対応。はいはい本誌では章末・編末に対応。はいはい
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⬅
使い方・内容説明
はこちらから

⬅
サンプル授業動画
はこちらから

▼A・Lワークシート

「新しい価値を創造して
いく力」が身に付くよ
うになります。

DVDダウンロード

すべての単元に対応！
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・巻末にある「重要用語」で基本的な用語が確実に定着できます。
・単元のまとめに「確認テスト」，「総合問題」では入試問題に挑戦できます。

・充実の解説で弱点を克服できます。

66

100

学習日　　月　　日

総合問題

　　右の年表を見て，各問いに答えなさい。
⑴�　年表の①～③にあてはまる語
句を，それぞれ書きなさい。

⑵�　下線部ａについて，次の問い
に答えなさい。
①�　この改

かい
革
かく
で解散を命じられ

た，商工業者の同業者組合を
何といいますか。

②�　この改革と同じ時期に起き
た世界のできごとを，次から選び記号で書きなさい。

　　ア　フランス革命　　イ 宗
しゅう
教
きょう
改革　　ウ　アヘン戦争　　エ 辛

しん
亥
がい
革命

⑶　下線部ｂについて，このとき結ばれた条約の名
めい
称
しょう
を書きなさい。

⑷　下線部ｃについて，新政府が行った次の政
せい
策
さく
を，古い順に並

なら
べなさい。

ア 廃
はい
藩
はん
置
ち
県
けん
　　イ　学制の公布　　ウ 版

はん
籍
せき
奉
ほう
還
かん
　　エ 五

ご
箇
か
条
じょう
の御

ご
誓
せい
文
もん

⑸�　下線部ｄについて，ヨーロッパでドイツの憲
けん
法
ぽう
を学び，帰国後に大

だい
日
にっ
本
ぽん
帝
てい
国
こく
憲

法の草案作成にたずさわった人物はだれですか。

　　右の資料を見て，各問いに答えなさい。
⑴ Aは日

にっ
清
しん
戦争前の国際関係をあらわした風

ふう
刺
し

画です。①～③があらわしている国を，それぞ
れ書きなさい。

⑵�　日清戦争後に結ばれた条約によって日本の領
土となった地

ち
域
いき
を，次から選んで書きなさい。

〔 台
たい

湾
わん

　　千
ち

島
しま

列島　　樺
から

太
ふと

の南半分 〕
⑶�　日清戦争後に得た賠

ばい
償
しょう
金
きん
の一部を使い，北

きた
九
きゅう
州
しゅう
に建設された官営工場を何とい

いますか。
⑷ Bの詩の作者はだれで
すか。

⑸�　作者がBの詩を通じて
批
ひ
判
はん
したのは，何という

戦争ですか。
⑹ ⑸の戦争後に結ばれた条約の名

めい
称
しょう
を書きなさい。

　　　　　　　右の表は，明
めい
治
じ
政府が進めた近代化政

せい
策
さく
のうち，いくつかを選

んでまとめたものです。これを見て，各問いに答えなさい。
⑴�　表の①，②にあてはまる語句を，そ
れぞれ書きなさい。

⑵�　下線部③は，当初の主な目的の達成
が困

こん
難
なん
なことが明らかになると，その

後は欧
おう
米
べい
の制度や文化を学んで帰国し

ました。この当初の主な目的とは何か，
簡
かん
単
たん
に書きなさい。（奈良県・改）

1
年 主なできごと

1841

1858

1868

1874

1889

1910

が a天
てん
保
ぽう
の改
かい
革
かく
を始める

b日本の鎖
さ
国
こく
が終わる

c新政府が江
え
戸
ど
を東
とう
京
きょう
にする

らが民
みん
撰
せん
議
ぎ
院
いん
設
せつ
立
りつ
建
けん
白
ぱく
書
しょ
を提出

d大
だい
日
にっ
本
ぽん
帝
てい
国
こく
憲
けん
法
ぽう
が発布される

併
へい
合
ごう
が行われる

①

②

③

2

日本

③

① ②
A

ああ　弟よ　君を泣く　君死にたまふ
（う）
ことなかれ

末に生まれし君なれば　親のなさけは勝
まさ
りしも

親は刃
やいば
をにぎらせて　人を殺せと教へ

（え）
しや

人を殺して死ねよとて　二十四までを育てしや

B

3

分野 税制 内容

政治 令 満20歳
さい
以上の男子

は兵
へい
役
えき
につく

経
けい
済
ざい

地
ち
租
そ
改正 地価の3％を

で納
おさ
める

外交 ③岩
いわ
倉
くら
使節団

　の派
は

遣
けん

岩倉具
とも
視
み
らを欧

おう
米
べい

諸
しょ
国
こく
に派遣する

①

②

日本の近代化
第５編

P.158〜219

⑴

①

②

③

⑵
①

②

⑶

⑷  →   →   → 

⑸

５点×８ 計40点

⑴

①

②

③

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

５点×８ 計40点

⑴
①

②

⑵

５点×２，⑵は10点
計20点

P.34

1

2

3

得点欄

水
みず
野
の
忠
ただ
邦
くに

板
いた
垣
がき
退
たい
助
すけ

韓
かん
国
こく

株
かぶ
仲
なか
間
ま

ウ

日
にち
米
べい
修
しゅう
好
こう
通
つう
商
しょう
条
じょう
約
やく

エ　　ウ　　ア　　イ

伊
い
藤
とう
博
ひろ
文
ぶみ

ロシア

清
しん
（中

ちゅう
国
ごく
）

朝
ちょう
鮮
せん

台
たい
湾
わん

八
や
幡
はた
製
せい
鉄
てつ
所
じょ

与
よ
謝
さ
野
の
晶
あき
子
こ

日
にち
露
ろ
戦
せん
争
そう

ポーツマス条
じょう
約
やく

徴
ちょう
兵
へい

現
げん
金
きん
（お金

かね
）

（例）不
ふ
平
びょう
等
どう
条
じょう
約
やく

の改
かい
正
せい
交
こう
渉
しょう
。

思

⑷は完答。

13

①�　蘇
そ

我
が

氏は早くから仏教を信じ，日本最初の本格的な寺院であ
る飛

あ す か

鳥寺を建てた。
②�　厩

うまや

戸
どの

皇
おう

子
じ

は，死後に聖人として尊
そん

敬
けい

され，聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

とよばれ
るようになった。

③�　推
すい

古
こ

天皇は女
じょ

帝
てい

。飛鳥時代から奈
な

良
ら

時代にかけて，多くの女
帝が誕

たん

生
じょう

した。
⑤�　十

じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

には，儒
じゅ

教
きょう

や仏教の思想が取り入れられた。
⑫�　シルクロードを通じて伝わったヨーロッパの文化は，中国を
へて日本に伝わった。

⑵ 　　　　　　 蘇
そ

我
が

氏と天
てん

皇
のう

家の結びつき

　上の系
けい

図
ず

から，推
すい

古
こ

天
てん

皇
のう

や聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

と蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

とは母方の親
しん

戚
せき

筋
すじ

にあたることが読み取れる。

　資料は，豪
ごう

族
ぞく

たちが役人として天
てん

皇
のう

につかえる心がまえを示し
た十

じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

の一部。「三に曰
いわ

く，…」の内容から，天皇を中
心とする中央集

しゅう

権
けん

国家をつくろうとしていたことが読み取れる。

聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

は蘇
そ

我
が

氏とともに十
じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

や冠
かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

の制度
を整えることによって，天

てん

皇
のう

中心の中央集
しゅう

権
けん

国家をめざした。

単元のポイント

い
な  

め
稲
目

馬
子

  

す
し
ゅ
ん

崇
峻

き
ん
め
い

欽
明

す
い
こ

よ
う
め
い

う
ま
こ

し
ょ
う
と
く
た
い
し

推
古

聖
徳
太
子

用
明

  

び
だ
つ

敏
達

じ
ょ
め
い

舒
明

て
ん  

む
天
武

て
ん  

じ
天
智

い
る  

か
入
鹿

こ
う
と
く

孝
徳 え

み
し

蝦
夷

1

2

6 8

5 3 4

7

9

11 10

　　　　こんいん

　　婚姻関係
　　　　

　　親子・兄弟姉妹関係
　　　　 そ が し

　　蘇我氏の男性
　　　 てんのう　　　　　　　　　　　　 そく い

　　天皇（数字は表中の即位順序）
　　　　

　　女性

こ
う
ぎ
ょ
く

さ
い
め
い

皇
極（
斉
明
）

教科書

日本列島の人々と国家の形成（５）
P.40〜 41

▶▶▶p26 解答 ▶▶▶p26 解説

本誌 　p26・27

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑴

⑵
①

②

⑶

⑷

⑸

蘇
そ

我
が

聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

推
すい

古
こ

冠
かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

十
じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

遣
けん

唐
とう

使
し

飛
あ す か

鳥
仏
ぶっ

教
きょう

渡
と

来
らい

人
じん

朝
ちょう

鮮
せん

ギリシャ

思

（例）豪
ごう

族
ぞく

たちを天
てん

皇
のう

に従
したが

わせ，天
てん

皇
のう

中
ちゅう

心
しん

の国
くに

をつくること。

物
もの

部
のべ

氏
し

蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

親
しん

戚
せき
〔関

かん
係
けい

〕
遣
けん

隋
ずい

使
し

法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

飛
あ す か

鳥文
ぶん

化
か

100

学習日　　月　　日

総合問題

　　右の年表を見て，各問いに答えなさい。
⑴�　年表の①～③にあてはまる語
句を，それぞれ書きなさい。

⑵�　下線部ａについて，次の問い
に答えなさい。
①�　この改

かい
革
かく
で解散を命じられ

た，商工業者の同業者組合を
何といいますか。
②�　この改革と同じ時期に起き
た世界のできごとを，次から選び記号で書きなさい。

　　ア　フランス革命　　イ 宗
しゅう
教
きょう
改革　　ウ　アヘン戦争　　エ 辛

しん
亥
がい
革命

⑶　下線部ｂについて，このとき結ばれた条約の名
めい
称
しょう
を書きなさい。

⑷　下線部ｃについて，新政府が行った次の政
せい
策
さく
を，古い順に並

なら
べなさい。

ア 廃
はい
藩
はん
置
ち
県
けん
　　イ　学制の公布　　ウ 版

はん
籍
せき
奉
ほう
還
かん
　　エ 五

ご
箇
か
条
じょう
の御

ご
誓
せい
文
もん

⑸�　下線部ｄについて，ヨーロッパでドイツの憲
けん
法
ぽう
を学び，帰国後に大

だい
日
にっ
本
ぽん
帝
てい
国
こく
憲

法の草案作成にたずさわった人物はだれですか。

　　右の資料を見て，各問いに答えなさい。
⑴ Aは日

にっ
清
しん
戦争前の国際関係をあらわした風

ふう
刺
し

画です。①～③があらわしている国を，それぞ
れ書きなさい。

⑵�　日清戦争後に結ばれた条約によって日本の領
土となった地

ち
域
いき
を，次から選んで書きなさい。

〔 台
たい

湾
わん

　　千
ち

島
しま

列島　　樺
から

太
ふと

の南半分 〕
⑶�　日清戦争後に得た賠

ばい
償
しょう
金
きん
の一部を使い，北

きた
九
きゅう
州
しゅう
に建設された官営工場を何とい

いますか。
⑷ Bの詩の作者はだれで
すか。
⑸�　作者がBの詩を通じて
批
ひ
判
はん
したのは，何という

戦争ですか。
⑹ ⑸の戦争後に結ばれた条約の名

めい
称
しょう
を書きなさい。

　　　　　　　右の表は，明
めい
治
じ
政府が進めた近代化政

せい
策
さく
のうち，いくつかを選

んでまとめたものです。これを見て，各問いに答えなさい。
⑴�　表の①，②にあてはまる語句を，そ
れぞれ書きなさい。
⑵�　下線部③は，当初の主な目的の達成

こんなん

1
年 主なできごと

1841

1858

1868

1874

1889

1910

が a天
てん
保
ぽう
の改
かい
革
かく
を始める

b日本の鎖
さ
国
こく
が終わる

c新政府が江
え
戸
ど
を東
とう
京
きょう
にする

らが民
みん
撰
せん
議
ぎ
院
いん
設
せつ
立
りつ
建
けん
白
ぱく
書
しょ
を提出

d大
だい
日
にっ
本
ぽん
帝
てい
国
こく
憲
けん
法
ぽう
が発布される

併
へい
合
ごう
が行われる

①

②

③

2

日本

③③③③

①①①① ②②②②
A

ああ　弟よ　君を泣く　君死にたまふ
（う）
ことなかれ

末に生まれし君なれば　親のなさけは勝
まさ
りしも

親は刃
やいば
をにぎらせて　人を殺せと教へ

（え）
しや

人を殺して死ねよとて　二十四までを育てしや

BB

3

分野 税制 内容

政治 令 満20歳
さい
以上の男子

は兵
へい
役
えき
につく

経
けい
済
ざい

地
ち
租
そ
改正 地価の3％を

で納
おさ
める

外交 ③岩
いわ
倉
くら
使節団

　の派
は

遣
けん

岩倉具
とも
視
み
らを欧

おう
米
べい

諸
しょ
国
こく
に派遣する

①

②

日本の近代化
第５編

P.158〜219

⑴

①

②

③

⑵
①

②

⑶

⑷  →   →   → 

⑸

５点×８ 計40点

⑴

①

②

③

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

５点×８ 計40点

⑴
①

②

⑵

５点×２，⑵は10点
計20点

P.34

1

2

3

得点欄得点欄

水水
みずみず
野野
のの
忠忠
ただただ
邦邦
くにくに

板板
いたいた
垣垣
がきがき
退退
たいたい
助助
すけすけ

韓韓
かんかん
国国
こくこく

株株
かぶかぶ
仲仲
なかなか
間間
まま

ウウ

日日
にちにち
米米
べいべい
修修
しゅうしゅう
好好
こうこう
通通
つうつう
商商
しょうしょう
条条
じょうじょう
約約
やくやく

エエ → 　　 →  → ウウ → 　　 →  → アア → 　　 →  → イイ

伊伊
いい
藤藤
とうとう
博博
ひろひろ
文文
ぶみぶみ

ロシアロシア

清清
しんしん
（（中中

ちゅうちゅう
国国
ごくごく
））

朝朝
ちょうちょう
鮮鮮
せんせん

台台
たいたい
湾湾
わんわん

八八
やや
幡幡
はたはた
製製
せいせい
鉄鉄
てつてつ
所所
じょじょ

与与
よよ
謝謝
ささ
野野
のの
晶晶
あきあき
子子
ここ

日日
にちにち
露露
ろろ
戦戦
せんせん
争争
そうそう

ポーツマスポーツマス条条
じょうじょう
約約
やくやく

徴徴
ちょうちょう
兵兵
へいへい

現現
げんげん
金金
きんきん
（お（お金金

かねかね
））

（例）（例）不不
ふふ
平平
びょうびょう
等等
どうどう
条条
じょうじょう
約約
やくやく

のの改改
かいかい
正正
せいせい
交交
こうこう
渉渉
しょうしょう
。。

思思

⑷⑷は完答。は完答。

できるできるできるできるできるできるできるできるできる
原寸

総合問題
確認テスト

40

100

学習日　　月　　日

右の年表を見て，各問いに答えなさい。
⑴�　年表の①～③にあてはまる
語句を，それぞれ書きなさい。
⑵�　下線部ａについて，次の問
いに答えなさい。
①　この都を何といいますか。
②�　都から派

は
遣
けん
され，地方の

国を治めた役人を何といい
ますか。

⑶�　下線部ｂに住み，朝
ちょう
廷
てい
の支配に長い間抵

てい
抗
こう
していた人々を何といいますか。次

から一つ選びなさい。
〔 防

さき

人
もり

　　渡
と

来
らい

人
じん

　　蝦
えみし

夷　　奴
ぬ

婢
ひ

〕
⑷�　下線部ｃのころ，世の中に末

まっ
法
ぽう
思想が広まりました。この思想を背

はい
景
けい
に人々が

信
しん
仰
こう
を深めた，極

ごく
楽
らく
浄
じょう
土
ど
に生まれ変わることを願う教えを何といいますか。

右の資料を見て，各問いに答えなさい。
⑴ 東

とう
大
だい
寺
じ
のＡの大仏をつくらせた人物はだれですか。

⑵�　次の文の①，②にあてはまる語句を，①は漢字，②は
カタカナでそれぞれ書きなさい。
　�　東大寺にある　　　には約１万点もの宝

ほう
物
もつ
が納
おさ
められ，

その中には　　　や海の道を通って西アジアやインドか
ら中国に運ばれたものも含

ふく
まれている。

⑶�　仏教について，次の①，②にあてはまる僧
そう
の名前を，

それぞれ書きなさい。
① 奈

な
良
ら
時代に，民

みん
衆
しゅう
に仏教を広めながら，人々のくら

しを助けるために橋やため池をつくった。
② 平

へい
安
あん
時代初めに唐

とう
にわたって仏教を学び，帰国後は

高
こう
野
や
山
さん
に金

こん
剛
ごう
峯
ぶ
寺
じ
を開いて真

しん
言
ごん
宗
しゅう
を広めた。

⑷ Ｂのように漢字からつくられた文字を使い，清
せい
少
しょう
納
な
言
ごん

が書いた随
ずい
筆
ひつ
の作品を何といいますか。

⑸ Ａ・Ｂがつくられた時代に発
はっ
展
てん
した文化の名

めい
称
しょう
を，それぞれ書きなさい。

右の資料を見て，各問いに答えなさい。
⑴ 右の資料は，奈

な
良
ら
時代につくられたものです。名前や

性別，年
ねん
齢
れい
などが記されたこの資料を何といいますか。

⑵ ⑴に基づいて人々に課された次の①，②の税をそれぞ
れ何といいますか。漢字１字で書きなさい。
①　塩や魚などの特産物
② 稲

いね
（収

しゅう
穫
かく
量の約３％）

⑶ 平
へい
安
あん
時代中ごろになると，⑴はつくられなくなりまし

た。これにより，地方でどのような変化がみられました
か。「班

はん
田
でん
収
しゅう
授
じゅ
」「荘

しょう
園
えん
」の語句を用いて説明しなさい。

1
年 主なできごと

710

743

794

802

967

1053

奈
な
良
ら
にａ都が移される

朝
ちょう
廷
てい
が 法を出して開

かい
墾
こん
をすすめる

天
てん
皇
のう
が京

きょう
都
と
に都を移す

坂
さかの
上
うえの
田
た
村
むら
麻
ま
呂
ろ
がｂ東

とう
北
ほく
地方を平定する

藤
ふじ
原
わら
氏による 政治が安定する

ｃ平
びょう
等
どう
院
いん
鳳
ほう
凰
おう
堂
どう
が完成する

①
②

③

2
A

①
②

ひらがなB

3

⑴

①

②

③

⑵
①

②

⑶

⑷

⑴

⑵
①

②

⑶
①

②

⑷

⑸
A 文化

B 文化

⑴

⑵
①

②

⑶

古代国家の展開
第２編 古代までの日本と世界

P.44〜56

５点×７

５点×８

５点×３，⑶は10点

1

2

3

P.21

得点欄

墾
こん
田
でん
永
えい
年
ねん
私
し
財
ざい

桓
かん
武
む

摂
せっ
関
かん

平
へい
城
じょう
京
きょう

国
こく
司
し

蝦
えみ し
夷

浄
じょう
土
ど
信
しん
仰
こう

聖
しょう
武
む
天
てん
皇
のう

正
しょう
倉
そう
院
いん

シルクロード

行
ぎょう
基
き

空
くう
海
かい

枕
まくらの
草
そう
子
し

天
てん
平
ぴょう

国
こく
風
ふう

戸
こ
籍
せき

調
ちょう

租
そ

（例）班
はん
田
でん
収
しゅう
授
じゅ
が

行
おこな
われなくなり，

一
いっ
方
ぽう
で貴

き
族
ぞく
の荘

しょう
園
えん

が増
ふ
えていった。

思

表

図

が困
こん
難
なん
なことが明らかになると，その

後は欧
おう
米
べい
の制度や文化を学んで帰国し

ました。この当初の主な目的とは何か，
簡
かん
単
たん
に書きなさい。（奈良県・改）

66

⑶ 平
へい
安
あん
時代中ごろになると，⑴はつくられなくなりまし

た。これにより，地方でどのような変化がみられました
か。「班

はん
田
でん
収
しゅう
授
じゅ
」「荘

しょう
園
えん
」の語句を用いて説明しなさい。

⑶
一一
いっいっ
方方
ぽうぽう
でで貴貴

きき
族族
ぞくぞく
のの荘荘

しょうしょう
園園
えんえん

がが増増
ふふ
えていった。えていった。

84

正解したら にチェック✓ しておきましょう。
１回目
↓

↑
２回目

重 要 用 語
一問 一答

①　今から約700万年前に直
ちょく
立
りつ
二
に
足
そく
歩
ほ
行
こう
を始めた，最初の人類。

②　人類が，狩
しゅ
猟
りょう
や採集のために石を打ち割

わ
ってつくった石器。

③　氷河時代の約200万年前ごろに出現し，火を使うようになった人類。
④　約20万年前にアフリカで出現した，現在の人類の直接の祖先にあたる人類。
⑤　人類が②をつくり，狩猟をしながら移動生活をしていた時代。
⑥　穀

こく
物
もつ
の収

しゅう
穫
かく
や加工などに使われた，石をみがいてつくった石器。

⑦　約１万年前に人々が農
のう
耕
こう
や牧

ぼく
畜
ちく
を行い，ムラをつくって住むようになった時代。

⑧　社会が支配する者と支配される者に分かれ，宗
しゅう
教
きょう
的・政治的・軍事的に統合し

たまとまり。一つの都市から始まり，やがて複数の都市を支配するようになった。
⑨　紀元前3500年ごろ，ティグリス川とユーフラテス川の流

りゅう
域
いき
で生まれた文明。

⑩　⑨で発明され，ハンムラビ法典などに用いられた右の写
真の文字。
⑪　紀元前3100年ごろにナイル川流域で生まれた文明。
⑫　⑪で発明された，１年を365日とする暦

こよみ
。

⑬　モヘンジョ＝ダロの遺
い
跡
せき
などで知られる，紀元前2600

年ごろに生まれた文明。
⑭　紀元前1600年ごろに黄

こう
河
が
流域で生まれた，中国で最初の国。

⑮　⑭でつくられ，現在の漢字のもとになった文字。
⑯　紀元前６世紀ごろに中国で孔

こう
子
し
が説いた，親子・兄弟などの秩

ちつ
序
じょ
を大切にし，

思いやりの心による政治を行うべきとした教え。
⑰　紀元前221年に初めて中国を統一した秦

しん
の王。

⑱　秦の後に中国を統一し，大帝
てい
国
こく
となって約400年間続いた国。

⑲　⑱の時代に開かれた，西アジアや地
ち
中
ちゅう
海
かい
と中国を結び，西方のぶどうや中国の

絹
きぬ
織物などを運んだ交易路。

⑳　紀元前８世紀後半に，地中海東部に多く生ま
れたギリシャ人による都市国家。
㉑　紀元前６世紀末のアテネで行われていた，市
民全員が平等に政治に参加できる制度。
㉒　紀元前１世紀のローマで行われていた，選ばれた少数の身分の高い市民や裕

ゆう
福
ふく

な市民に政治が任される制度。
㉓　紀元前１世紀末に地中海一帯を征

せい
服
ふく
した，皇

こう
帝
てい
が統治した国。

㉔　紀元前６世紀ごろのインドで生まれたシャカが開いた宗
しゅう
教
きょう
。

㉕　１世紀初めに，ユダヤ教を基に，すべての人が神の前で平等であり，神の愛によっ
て救われると説いたイエスの教え。
㉖　アラビア半島のメッカで生まれたムハンマドがおこした宗教。

㉗　約1万5000年前から食物の煮
に
炊
た
きや保

ほ
存
ぞん
のために使われるようになった，縄

なわ
目
め

の文
もん
様
よう
がつけられたものが多い土器。

㉘　日本列島の人々が㉗を使い，狩
しゅ
猟
りょう
や採集生活をしていた時代。

㉙　地面を掘
ほ
り下げた床

ゆか
に柱を立て，草や木の枝，土などで屋根をふいた住居。

1 人類の始まりと文明 P.18〜27

2 日本列島の人々と国家の形成 P.28〜43

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙

古
代
ま
で
の
日
本
と
世
界

解答・解説 P.48

猿
えん
人
じん

打
だ
製
せい
石
せっ
器
き

原
げん
人
じん

新
しん
人
じん

旧
きゅう
石
せっ
器
き
時
じ
代
だい

磨
ま
製
せい
石
せっ
器
き

新
しん
石
せっ
器
き
時
じ
代
だい

国
こっ
家
か

メソポタミア文
ぶん
明
めい

くさび形
がた
文
も
字
じ

エジプト文
ぶん
明
めい

太
たい
陽
よう
暦
れき

インダス文
ぶん
明
めい

殷
いん

甲
こう
骨
こつ
文
も
字
じ

儒
じゅ
教
きょう

始
し
皇
こう
帝
てい

漢
かん

シルクロード（絹
きぬ
の道
みち
）

ポリス

民
みん
主
しゅ
政
せい

共
きょう
和
わ
政
せい

ローマ帝
てい
国
こく

仏
ぶっ
教
きょう

キリスト教
きょう

イスラム教
きょう

縄
じょう
文
もん
土
ど
器
き

縄
じょう
文
もん
時
じ
代
だい

竪
たて
穴
あな
住
じゅう
居
きょ

詳しい図解で詳しい図解で詳しい図解で
わかりやすい！わかりやすい！わかりやすい！

「記述研究」では，おさえるべき内容，別解等を掲載！「記述研究」では，おさえるべき内容，別解等を掲載！「記述研究」では，おさえるべき内容，別解等を掲載！「記述研究」では，おさえるべき内容，別解等を掲載！「記述研究」では，おさえるべき内容，別解等を掲載！「記述研究」では，おさえるべき内容，別解等を掲載！「記述研究」では，おさえるべき内容，別解等を掲載！「記述研究」では，おさえるべき内容，別解等を掲載！「記述研究」では，おさえるべき内容，別解等を掲載！「記述研究」では，おさえるべき内容，別解等を掲載！「記述研究」では，おさえるべき内容，別解等を掲載！「記述研究」では，おさえるべき内容，別解等を掲載！「記述研究」では，おさえるべき内容，別解等を掲載！「記述研究」では，おさえるべき内容，別解等を掲載！「記述研究」では，おさえるべき内容，別解等を掲載！

解答はすべてふりがな付き！解答はすべてふりがな付き！解答はすべてふりがな付き！

コンパクトでちょうどいい！コンパクトでちょうどいい！コンパクトでちょうどいい！
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本誌 　p26・27

や仏教の思想が取り入れられた。や仏教の思想が取り入れられた。
⑫�　シルクロードを通じて伝わったヨーロッパの文化は，中国を

▼確認テスト

◀重要用語

▼総合問題

単元のポイント

資料で解説

記述問題の解説

無料



さまざまな学習場面さまざまな学習場面で で 使える『デジタル教材』使える『デジタル教材』さまざまな学習場面さまざまな学習場面でで 使える『デジタル教材』使える『デジタル教材』
ダウンロードにも対応ダウンロードにも対応ダウンロードにも対応ダウンロードにも対応ダウンロードにも対応ダウンロードにも対応 動画対応動画対応動画対応動画対応動画対応動画対応

10 11

▼「小中ブリッジ教材」
▼本誌・「見直しシート」

▲秀学社サイト画面

▲映像クリップ画面
※QRコードは，株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

▼「白地図」

▼「社会科用語漢字プリント」 ▼「データ集」

▼「重要語句定着プリント」

QRコードを読み取ると サイトをクリックすると

DVD‒ROM（教師用付録） 『NHK for school』 映像クリップへのリンク
・ワークシートやプリント作成に！　基礎基本の定着に！ ・単元の導入やまとめに！　最適な動画をpick up ！

授業授業授業 定着定着定着 テストテストテスト 振り返り振り返り振り返り

⑤ 聖徳太子と飛鳥文化                                  学習日  月  日 NNoo..1111  

 
 
蘇我氏と聖徳太子 飛鳥文化  

・｟ 蘇我氏   ｠…（大王（天皇）家）と強く結びつき，大きな権
けん
力
りょく
をもった豪

ごう
族
ぞく
。反対する 

（  物部氏  ）を滅
ほろ
ぼした。 

・｟聖徳太子(厩戸皇子)｠…女
じょ
帝
てい
の（ 推古天皇 ）を助け，（ 蘇我馬子 ）と天皇

てんのう
中心の国家をめざした。 

◆聖
しょう
徳
とく
太
たい
子
し
の政治で，次の４つの政

せい
策
さく
の内容を，教科書と資料集を使ってまとめましょう。その際にキー

ワードを必ず入れること。 
政

策 
内         容 キーワード 

冠

位

十

二

階 

例）家がらにしばられず，能力で位を定めた。 

その際に，12 の色の冠を用いて位をあらわした。 

家がら 

能力 

12 の色 

十

七

条

の

憲

法 

例）十七条の憲法をつくり，役人の心がまえを定めた。 

内容は  

一 に曰く，和をもって貴しとなし，さからうことなきを宗となせ 

  二 に曰く，あつく三宝を敬え。三宝とは仏法僧なり 

  三 に曰く，詔を承りては，必ず謹め 

などである。 

 

役人 

和 

仏法僧 

詔
みことのり

 

遣

隋

使 

例）中国を統一した隋に国交を結ぶために小野妹子らの使節を送った。 

また，遣隋使に加えて，新しい文化や政治を学ばせるために留学生や留学

僧を同行させた。彼らのなかには渡来人が多く含まれていた。 

小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

 

隋
ずい

 

渡
と

来
らい

人
じん

 

法

隆

寺

・

仏

教 

例）・法隆寺とは現存する世界最古の木造建築の寺院であり，釈迦三尊像や玉

虫厨子が納められている。 

・仏教は百済から伝えられた宗教であり，仏教を中心とする文化を飛鳥文

化という。 

世界最古 

釈
しゃ

迦
か

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

 

飛鳥
あす か

文化 

◆聖徳太子の４つの政策の中で，天皇中心の国づくりをするために，最も効果的だった政策はどれか。 
一つ選んで理由を書き，異

こと
なる政策を選んでいる友達 3人と意見交流をしましょう。 

私が考える天皇中心の国づくりのために，最も効果的だったのは【  例）十七条の憲法  】です。 

理由は， 

例）十七条の憲法によって，国の中で力をもっていた役人たちの心がまえが方向付けられたか

ら。その憲法の中身にも，「三宝（仏法僧）を敬え」や，「詔を承りては，必ず謹め」とあ

り，天皇の命令をしっかりと聞くように定められていて，それが天皇中心の国づくりにつな

がったから。  

【自己評価と振り返り】 Ａ…よくできた Ｂ…できた Ｃ…できなかった 

課題・目標達成 学習の理解 学びに向かう態度 学習の振り返り 

Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ 
 

 

 

▼「A・Lワークシート」

▼「見直しシート」

▼「定期テスト作問集」
 

⑥ 律令国家の成立                                      学習日  月  日 NNoo..1122  

 
 
 

大化の改新 

 
 
 ・｟ 中大兄皇子 ｠と｟  中臣鎌足  ｠（のちの藤

ふじ
原

わらの
鎌
かま

足
たり

）は，（  蘇我 氏）をたおして 
政
せい

権
けん

をにぎった 
・現在の大

おお
阪
さか

市に（   難波宮  ）を建設 
・（  天皇  ）を中心とする新しい役所・役人の組織をつくった 

 ・｟  公地公民  ｠の方
ほう

針
しん

…すべての土地と人々を（  国有  ）とし，（  天皇  ）がそれらを 
支配する 

 
 
天智天皇  

【他国との争い】 
・（   唐   ）と（  新羅  ）が連合して百済

く だ ら
をほろぼした。 

                   ↑ 
・（ 中大兄皇子 ）は 朝

ちょう
鮮
せん

半島に大軍を送って百済を助けた→（ 白村江 の戦い）で敗退 
 
【国内での政治】 
・ 九

きゅう
州

しゅう
北部…（  防人  ）とよばれる兵士。（  朝鮮式  山城 ）や（   水城   ）を築いた 

・（ 大津宮  ）（今の滋
し

賀
が

県）で即
そく

位
い

して｟  天智天皇  ｠となった 
・全国的な（ 戸籍 ）をつくった 
 
◆なぜ九州北部に防人

さきもり
をおいたり，山

やま
城
じろ

や水
みず

城
き

を築いたり 
したのか。 

 
 
 
 
律令国家の成立  

・天
てん

智
じ

天
てん

皇
のう

の死後 → （  大海人皇子 ）が挙
きょ

兵
へい

 → ｟ 天武天皇  ｠として即位 
            …この内

ない
乱
らん

を｟  壬申の乱  ｠という 
・天

てん
武
む

天皇の死後 → 皇
こう

后
ごう

であった（  持統天皇  ）が引きついだ。 
・都として（ 藤原京  ）をつくった 
・701 年｟ 大宝律令  ｠…（   唐   ）の律

りつ
令

りょう
をまねてつくった 

  …律令という法
ほう

律
りつ

に基づいて政治が行われる国家を｟  律令国家  ｠という 
 
◆なぜ日本は大

たい
化
か

の改
かい

新
しん

を行い，律令国家となる必要があったのか。 
 
 
 
 
【自己評価と振り返り】 Ａ…よくできた Ｂ…できた Ｃ…できなかった 

課題・目標達成 学習の理解 学びに向かう態度 学習の振り返り 

Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ Ａ・Ｂ・Ｃ 
 

 

 

（  645 年）｟  大化の改新 ｠ 

例）唐や新羅の攻撃に備えるため。 

例）法律に基づいて政治を行い，中央集権国家の建設をおしすすめるため。 

▲映像クリップ画面

▲秀学社サイト画面
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2000 素材以上収録！

1 社会 １年 
 

秀学社 

社社会会  

11 年年  

観観点点別別評評価価テテスストト  

11 学学期期  中中間間テテスストト  

 

 

年   組   番 名前 

１ 世界の地
ち

域
いき

構成について，次の問いに答えなさい。                 各５点（⑵④は 10 点） 

⑴ 次の地図Ⅰを見て，あとの問いに答えなさい。 

  地図Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 地図Ⅰ中のＡ～Ｄの大陸のうち，最も面積が大きい大陸を１つ選びなさい。また，その大陸の名前を書きな

さい。（完答） 

 

 

 

② 地図Ⅰ中のＸ～Ｚの海洋のうち，Ａ～Ｄの大陸が共通して面しているものを１つ選びなさい。また，その海

洋の名前を書きなさい。（完答） 

 

 

③ 次のア～エのうち，国土が地図Ⅰ中のａの国と同じ緯
い

度
ど

の範
はん

囲
い

に含
ふく

まれる国を１つ選びなさい。 

ア イギリス   イ ブラジル   ウ メキシコ   エ ロシア 

 

   

④ 次の表は，世界の国々の特色についてまとめたものです。次のア～エのうち，地図Ⅰ中のｂの国があてはまる 

ものを，１つ選びなさい。  

   

 

 

 

 

 ヨーロッパ州に 

属している。 

オセアニア州に 

属している。 

日本よりも人口が多い。 ア イ 

日本よりも人口が少ない。 ウ エ 

記号    名
めい

称
しょう

 

記号    名称 

 

 

NEW


